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ＢＰプロジェクト発足から3年目を迎えて

BP プロジェクト取りまとめ大学　　

国立大学法人鳴門教育大学長

山　下　一　夫

　「BP（Bullying Prevention いじめ防止支援）プロジェクト」発足から 3 年が経ちました。個人的な
思い出も含め，創設時から今までを振り返り，これからの決意を述べさせていただきます。
　平成 25 年（2013 年）6 月に「いじめ防止対策推進法」が公布され，同年 10 月に「いじめ防止等の
ための基本的な方針」が文部科学大臣決定されました。この法案は，いじめ問題に対し社会総がかり
で取り組むという画期的なものです。
　この法案を受け私は，教員養成大学・学部こそ社会総がかりの一翼を担い，いじめ問題に取り組む
べきであると考えました。平成 26 年のことですが，鳴門教育大学の茶畠 豊 理事・副学長，古川聖

まさ

登
と

経営企画本部長と相談し，いじめ問題に関して特色ある取組を行っている宮城教育大学，上越教育大学，
福岡教育大学と本学の 4 つの教育大学が中心となり，各地の教育委員会，国立教育政策研究所，日本
生徒指導学会と連携協力した事業として「BP プロジェクト」を企画立案しました。
　そこで，見上一幸宮城教育大学長，佐藤芳德上越教育大学長，寺尾愼一福岡教育大学長をそれぞれ
訪ね，お話ししたところ，みなさんすぐに賛同してくださいました。さらに，いじめ問題研究の第一
人者である森田洋司先生にご指導を受けるため，本学の特任教授として着任していただきました。
　平成 27 年 4 月に，文部科学省特別経費の事業として認められ「BP プロジェクト」を立ち上げる
ことができました。当初より，義家弘介文部科学副大臣，坪田知広文部科学省児童生徒課長には，
ご理解ご支援を賜り，この場を借りてお礼申し上げます。
　平成 28 年 7 月には，協力団体に公益社団法人日本 PTA 全国協議会が加わり，全国的な規模で，
学校教育だけでなく家庭教育においてもいじめ問題に取り組むことになりました。
　平成 29 年 3 月に，文部科学省は「国のいじめ防止基本方針」を改定するとともに，「いじめの重大
事態の調査に関するガイドライン」を策定しました。
　BP プロジェクト発足から 3 年目を迎えた平成 29 年度は，各大学の連携協力がより一層進み，教育
研究等の各種事業を発展させるとともに，「国のいじめ防止基本方針」の改定を受け教員への研修
事業に力を入れました。また，日本 PTA 全国協議会との連携もさらに深めることができ，保護者を
対象にしたリーフレットの作成や講演会にも力を入れました。
　また，平成 30 年 1 月 4 日から 1 か月間，文部科学省 2 階エントランスにおいて，教員養成大学と
しては初めて企画展示を行いました。展示テーマは，「BP プロジェクト　いじめ防止に向けた教員
養成・研修の充実と教育委員会・学校支援の全国展開」で，4 大学の取組内容などを展示しました。
　本 BP プロジェクトはまだまだ発展途上ですし，何よりいじめによって傷つき悩んでいる子どもは
未だに数多くいます。これからも我々大人は本気で，互いに連携し継続して，いじめのない社会を
目指していきたいと思います。
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ＢＰプロジェクト発足から3年目を迎えて

国立大学法人宮城教育大学長

見　上　一　幸

　BP（いじめ防止支援）プロジェクトが 3 年目を迎え，取り組みが充実してきていること，拡がり
をみせていることについて，参加大学としてうれしく思っております。しかしながら学校現場の状況
をみますと，いじめの認知件数の増加がみられ，いじめに対する認識が変化しつつあるという状況は
みられるものの，今年度も子どもが自ら命を絶つといういたましい事件が報道されており，いじめ防
止に向けた取り組みの必要性について，思いを新たにしているところです。
　本プロジェクトの事業は，プロジェクト参加大学間で特色ある研究あるいは実践の成果を共有し，
教員の養成や研修の場面で活用していくこと，また，例年開催されております「いじめ防止支援シン
ポジウム」のような機会を捉え，世に発信していくとともに，継続していくことが重要であると考え
ております。本学は，本報告書の事業紹介でも記載しておりますが，特別支援といじめの関係に焦点
をあてた研究を進めています。いじめは様々な要因，関係性の中で起きていると認識しておりますが，
その態様の一端を明らかにし，防止につなげられればと思っております。ある意味特異な切り口では
ありますが，皆様の参考になればと考えております。
　また本学は，このプロジェクトでの学び合いの成果を地域に還元するため，教員養成に特化した東
北地区 6 国立大学の組織である「東北教職高度化プラットフォーム」の枠組みを利用した研修会を開
催しております。初年度は宮城県，昨年度は岩手県，今年度は青森県と会場を移しながら，東北の地
域全体としていじめ防止に向けた取り組みの共有を目指しております。今年度は，この取り組みに加
え新たに東北地区の国立 6 大学の研究者にもお集まりいただき，本プロジェクト参加大学の皆様とと
もに勉強会を開催し，研究レベルでの連携も始めたところであります。教員を養成する大学として，
学校現場で起きている課題に向き合い，その解決に寄与することは使命であると認識しております。
　子ども達が安心して学ぶことが出来る環境作りのため，今後もこの大学間連携を密にし，更には教
育現場や教育委員会とともにいじめの防止に一体となって取り組んで参りたいと考えております。末
筆ながら，この BP プロジェクトの推進にご尽力いただいております鳴門教育大学をはじめとする関
係者の皆様に厚く御礼を申し上げ，また本プロジェクトが今後より一層充実したものとなり，子ども
達の明るい未来のためになることを祈念申し上げます。
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ＢＰプロジェクト発足から3年を迎えて

国立大学法人上越教育大学長

川　崎　直　哉

　人間は，たとえば，電車の中で席を譲ったり，困っている人に手を差し伸べたり，ときには，自ら
の命を危険にさらしてまで他人を救おうとすることもあります。こうした出来事を見聞きすると，人
間の本性は生まれながらにして善であるという性善説こそが正しいという思いになります。しかし，
他方で，いじめの報道に接すると，そうした性善説を否定したくなる気持ちが起こることもあります。
こうした相反するように見える人間の行動はなぜ起こるのでしょうか。
　いじめの問題がマスコミで取り上げられると，追随する報道があり，大きな騒ぎになります。そう
した世間を騒がせるようないじめの事例では，多くの場合，第三者調査委員会が調査をし，原因を究
明します。しかし，そうしたことがたびたび行われているにもかかわらず，いじめ全般に対して，い
まだに抜本的な解決策が示せないというのはどうしてでしょうか。繰り返し，繰り返し，同じような
いじめが起こり，不幸な被害者を産み出しているのはどうしてでしょうか。
　科学的な検証では，再現性が前提とされます。同じ条件が整えば同じ事象が生じると考えられてい
るということです。いじめ問題についてはどうでしょうか。上記のようなことが起こるのは，再現性
がないということなのでしょうか。いやむしろ，条件を厳密にコントロールすることが難しいという
ことなのではないでしょうか。
　もし，そうだとすれば，相変わらず難しいということにはなるかもしれませんが，少しずつ条件を
特定し整備し，科学的な検証を繰り返すことで，発生のメカニズムを解明し，解決策を導き出すとい
うことが可能なのではないでしょうか。そうした取組こそが，BP プロジェクトの目指すべき方向性
ではないかと思います。
　いじめ問題は，児童生徒の間だけの問題ではありません。職員室の中にもありますし，大人の社会
にもあります。職場でのハラスメントもいじめです。こうしたいじめの発生のメカニズムの解明や解
決策の提示，さらには予防策の策定ができるなら，社会貢献度は非常に高いと言えます。
　現在，教育大学や教育学部は，大きな課題に直面しています。少子化によって教員を養成する必要
性が漸減しているからです。しかし，いじめ問題の解明に貢献できるなら，学校現場に対する貢献だ
けにとどまらず，社会における人間関係の在り方に貢献する実践研究として，教育大学や教育学部の
存在意義を改めて確立することにもなるのではないでしょうか。
　BP プロジェクトは，4 大学の連携によって取り組まれ，早 3 年が過ぎました。それぞれの大学が
得意とする領域で研究を進めているところです。5 年間を目途として取り組まれていると聞いていま
すので，残りの 2 年間で成果を出すことが求められますが，4 大学が連携しつつ，互いに補い合って，
実りある研究成果が出せることを大いに期待しています。
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福岡教育大学いじめ根絶を目指す
アクションプログラムの取組について

国立大学法人福岡教育大学長

櫻　井　孝　俊

　福岡教育大学は，小学校を中心とする義務教育諸学校の教員を養成する九州を中心とした拠点的な
役割を担うことを基本的な目標としています。
　この目標の達成のため，また，我が国の学校教員の質の向上に貢献するため，学校現場における様々
な課題について，教育現場のニーズに対応した様々な調査・研究活動を行っているところです。
　そのような取組の一環として，本学は，当時の寺尾愼一学長のもと，平成 26 年度に「いじめ根絶
を目指すアクションプログラム」を策定し，いじめの予防に資する取組を開始しました。
　このアクションプログラムは，大学が有するリソース，宗像・福岡・小倉・久留米の各地区に置か
れた附属学校を活用し，福岡県教育委員会及び福岡県市町村教育委員会連絡協議会と締結した連携を
生かすとともに，他の 3 教育大学との連携を通して，いじめ根絶を目指すものです。本学の主な取組
として
　一点目は，いじめ防止等の委員会への委員派遣や重大事案について調査する第三者調査委員会への
委員推薦。
　二点目は，いじめの重大事案に関する各種報告書を要約し，教員養成課程の学生の教育に活かす取
組。
　三点目は，現行の教科で扱ういじめ予防に資する一連の授業案（いじめ防止を意図した各教科等指
導案）を開発し，その有効性を検証して、公立学校で使える授業の在り方の提案であります。
　このような取組を平成 26 年度より継続的に実施し，特にいじめの「予防」という観点から研究を
進めてきたところです。
　特に，本学の取組で特徴と言えるものが，三点目の取組である「いじめを生まない授業案」の提案
です。具体的には，小学校の体育，社会，算数など教科の中でいじめ予防に資する授業案を作成し，
実際に附属学校や公立小学校を活用してその授業案を試行・検証し，より具体性のある「使える」授
業案を作成したことが挙げられます。
　また，研修事業の一環として，毎年「福岡教育大学いじめ防止研修会」と題し，広く福岡県内外の
教育関係者や地域の保護者等の参加を得て研修会を開催し，本学の取組の概要の説明や策定した授業
案を発表するなど，本事業の広報・普及にも努めてきたところです。
　このような本学として特徴のある取組を，宮城教育大学，上越教育大学，鳴門教育大学の 3 大学と
の連携事業であるいじめ防止支援プロジェクト（BP プロジェクト）の中に位置付けることで，それ
ぞれの大学が行っている特色あるプログラムとの相乗効果により，より一層，いじめ防止に資する取
組として発展することが期待されます。
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「家庭は教育の出発点」を改めて問う

公益社団法人日本 PTA 全国協議会

会　長　東　川　勝　哉

　いじめ防止支援機構（BP-CORE）の連携協力団体として，公益社団法人日本 PTA はいじめの問
題に大きく関わりを持ち取組を強化致しました。本会綱領では，「教育を本旨とし，特定の政党や宗
教に偏ることなく，小学校及び中学校における PTA 活動をとおして社会教育及び家庭教育の充実を
務めるとともに，家庭・学校・地域の連携を深め，子どもたちの健全育成と福祉の増進を図り，もっ
て社会の発展に寄与する。」としています。
　日本 PTA は社会教育関係団体として，その意義と役割を果たす意に違わぬ活動を行い，特に「家
庭教育」の重要性を発信してまいりました。社会の変容，発展に伴い，家庭を形成する姿も実に多様
化しました。近年に於いては平成 18 年教育基本法の改正が施行され，10 条「家庭教育」の新設は，
保護者の当事者意識を呼び起こし，父母その他の保護者は，子の教育について第一義的責任を有する
とする書きぶりは「家庭教育」の位置づけを明確にしたものであります。いうまでもなく家庭教育は，
すべての教育の出発点です。家庭で家族のふれ合いを通して子どもは基本的な生活習慣や生活能力，
人に対する信頼感，豊かな情操，他人に対する思いやり，自尊心や自立心，社会的なマナーなどを身
につけていく上で重要な役割を果たしています。家庭教育はこれからの未来を支える子どもたちへの
大切な贈り物です。そして，子どもを育てることは，未来の日本を支える人材を育てる重要な営みで
す。そうした中，保護者の方々の頑張りに対して，地域社会や学校，行政，企業等も力を合わせ，子
育て家庭の「支え」となり，社会全体で子育てや家庭教育を応援していくことが求められます。その
意味で日本 PTA は家庭の応援団として事業を行う必要があります。取り巻く環境の変化を素早く捉
え対応する必要性があります。
　いじめの問題が社会問題になり久しいですが，日本 PTA のいじめ問題への取り組みを以下列挙し
ました。

日本 PTAの取り組み～

1985 年 「いじめ」ラブ・グリーン運動
深刻化する「いじめ」行為を父母と教師と地域住民のひたむきな愛情で一掃する運動
①家庭教育の見直し，②「いじめ」や生徒指導について学級・学年，地区懇談会など
を開催，③「いじめ」について学校・教師が一丸となり，積極的に取り組むことを求
める。

1995 年 いじめによる自殺に対する緊急アピール
1996 年 いじめ対策についての緊急セミナー開催（神戸市）

いじめ問題について文部大臣と日本 PTA全国協議会会長（当時）が対談
2006 年 「いじめ根絶と命の尊さを訴える」緊急アピール
2012 年 いじめ対策検討委員会が発足（文部大臣）いじめ問題への適切な取り組みについて（お願い）

・いじめ根絶と命の大切さを訴える五ヵ条のメッセージを発出
2013 年 いじめ防止対策推進法制定に向け，各関係機関に働きかけをする。

いじめ防止対策推進法施行後，「地方いじめ防止基本方針」策定，「いじめ問題対策連絡協
議会」設置を呼び掛けながら，レビュー（評価点検）を開始する。

2014 年 定時総会にて，いじめ問題に関する講演を開催し，総務委員会においていじめ問題に対す
る保護者の対応の在り方について協議を開始。
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2015 年 保護者向けハンドブック発行
2016 年 協議会代表者会において講演を開催
7 月 「児童生徒の自殺予防に係る取組について」

　　文部科学省初等中等教育局児童生徒課生徒指導室専門官　山本　悟氏
「いのちと夢のコンサート」　合唱作曲家　弓削田　健介氏

10 月 「ネットいじめの未然防止及び解決に向けた指導と対応」
　　鳴門教育大学教授（地域連携センター所長）阪根健二氏

青森県　川崎市の協議会会長が活動事例発表
2017 年 協議会代表者会において講演を開催
2 月 BP プロジェクトいじめ防止支援シンポジウムにて取組発表を行いました。

2016 年に BP-CORE の連携協力団体として参画し，この機会を頂いたことは，取り
組みを公にするひとつの方策として得難い機会を頂戴致しました。又，2018 年 2 月
11 日（日）にも取り組みを発表しました。

6 月 「今すぐ！家庭でできる　いじめ対策ハンドブック」改訂版を刊行しました。これまでも
様々な媒体や手法で，教育基本法の 10 条あるいはいじめ防止対策推進法 9 条に記載のあ
る「保護者の責務」についての周知と，果たすべき役割を啓発してまいりました。ここに
更にその活動を強化すべく上記ハンドブックを改訂し，啓発の材料として全国の会員へ展
開し，関係団体へも周知しました。今回のポイントは，保護者が当事者意識を持つような
文章にし，漫画などイラストを多用しております。更に別途教本を作成しこのハンドブッ
クを用い，PTA 会長向けの指導者研修はもとより単位 PTA の一般会員向けの研修等にも
活用して頂くよう配慮し作成しました。刊行後様々な団体からご要望があり既に多方面で
活用頂いております。

8 月 第65回日本PTA全国研究大会仙台大会特別第1分科会において，いじめ問題に関するテー
マで研究発表を行いました。
・【研究課題】「いじめ」何がおきているかを知る

　先ずは何が起きているのかをきちんと知ることが大事で，芽を摘むためでなく，色々
な角度からの目線で状況を良く知り，何が原因でどのような事が発生しているかを
探っていきます。寸劇による事例を交え，知る為の目を養うにはどうすれば良いかを
探り，何ができるかを考えるところを目指しました。

・【基調講演】「子どもたちの豊かな心を育み，いじめが止まりやすい社会をめざして
　　　　　　  ～今，私たちができること」

　鳴門教育大学特任教授の森田洋司先生にご登壇頂きました。
　講演では冒頭から，衝撃的な数字が参加者に投げかけられます。国立教育政策研究
所のある調査で暴力を伴わないいじめが被害経験，加害経験ともに 9 割を超えている
とする数字です。つまり殆どの子どもが色々な形でいじめに関わっているという事実
は，まさに現状を知るには余りある衝撃的な事実でありました。時代の変遷の中で，
子どもたちの現実はいじめは誰にでも起こり得るというよりは起こっていると考える
時代になっているとの認識を教えてくださいました。森田先生からの参加者への投げ
かけのひとつにありました，いじめ問題に対して PTA が果たす役割が大きいと示し
て頂いた事は，保護者がその役割を意識する当事者であることを認識したことにある
と感じます。学校でつくるいじめ防止対策基本方針を PTA の皆さんが知っている事
が非常に少なく警鐘を鳴らされました。大変熱のこもったご講演でありメッセージと
して，いじめへの取り組みの第一歩は，いかにして自分も人もかけがえのない存在で
あると実感し思える事。成熟した日本をみんなでつくりましょう！とメッセージを頂
きました。

・【パネルディスカッション】
　森田先生の講演を受けて，パネルディスカッションが行われました。コーディネー
ターに BP プロジェクトの宮城教育大学久保順也先生，パネリストには鳴門教育大学
の阿形恒秀先生をはじめ 5 名が登壇しました。
　このディスカッションは 3 部構成であり「いじめという現象を知る」「いじめの解
決について」「いじめの予防のためにできること」とし活発な議論が交わされました。
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　日本 PTA が全国の皆様へ強く発信したいことは，「保護者の責務」を全うするということにあり
ます。
　子どもに正しい教育を行うことは，保護者の務めです。対象の子どもがいじめを行わないように指
導し ていく責任があります。
　また，対象の子どもがいじめられた場合，子どもを守らなければいけません。同時に国や自分の住
む地域，学校が行ういじめ防止活動にできる限り協力しなければいけません。
　今後も子どもたちの健全な育ちを願い，この国を形づくる人格形成・人材育成に資する社会教育と
家庭教育の増進に寄与して参ります。

　この度の全国研究大会で，森田洋司先生をはじめ鳴門教育大学，宮城教育大学の先
生方のお力を仰ぎ，講演，ディスカッションが行われたのは BP プロジェクトでの関
わりが大変大きく，過去 64 回を数える本会研究大会の歴史に於いてもいじめ問題が
社会問題となって久しい中に於いて，世に一石を投じた形となりました。
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ＢＰプロジェクトの3年間の成果と課題

鳴門教育大学いじめ防止支援機構長

阿　形　恒　秀

■ ＢＰプロジェクトの３年間の意味

　BP プロジェクトは平成 27（2015）年度にスタートした。
　当面は 5 年間の事業として立ち上げられた BP 事業であるが，当初は行く末もまだ霞の中で，必ず
しも確かな見通しが立っていたわけではなかった。それでも，とにかく，教員養成 4 大学のネットワー
クによって，「いじめ問題対策に真剣に向き合い行動する大学」を合言葉に何とかいじめ防止に寄与
したいという強い願いを共有して，私たち宮城・上越・鳴門・福岡の４教育大学は事業に着手した。
　そして 3 年が経過した。「 3 」という数字には，いくつかの意味がある。たとえば長続きしない雑
誌を意味する「三号雑誌」。最初はご祝儀的な支援もあろうが，新規（新奇）でなくなる頃にこそ真
価が問われるということだろう。あるいは民話の「三年寝太郎」。村が干害で困っているのに 3 年間
も寝てばかりいた寝太郎が村を救う話しだが，単に 3 年間眠っていたのではなく解決策を考え続けて
いたことに意味があるということだろう。
　今，3 年間の取組を終えて，私たちは，BP プロジェクトの「四号（4 年目）」以降のさらなる「広
まり」の可能性を，確かな手ごたえをもって感じている。また，私たちは，3 年間，研修会やシンポ
ジウム等の BP 事業に取り組む一方で，常に「いじめとは何か」「どうすればいじめを防ぐことがで
きるか」というテーマを考え続けてきた。そして，「寝かす」ことによってこそ発酵食品が熟成する
ように，3 年間の洞察の中で，私たちはいじめ研究の「深まり」につながるいくつかの新たな気づき・
知見を得ることができたと感じている。

■ ＢＰプロジェクトの成果

　BP プロジェクトの成果としては，4 大学による協働参加型の組織・事業という特質を生かして，4
大学の協働によるシナジー（相乗作用）効果によって，いじめ防止に関する研究を深めることができ
た点があげられる。
　宮城教育大学は「宮教版いじめ防止支援プロジェクト」を展開し，「特別支援教育といじめ」のテー
マ，特に通常学級における発達障害のある（疑いも含む）児童生徒のいじめ問題の研究に取り組んだ。
そして，このような児童生徒のいじめ被害の実態を明らかにするために，平成 27 年に宮城県内の公
立小学校・中学校・高等学校の学級担任を対象としたアンケート調査を実施した。その結果，小学校
や中学校の学級内で衝動性の高さや多動さといった特徴のある児童生徒が「注意や叱責による嫌がら
せ」「排斥」「からかい」の対象となりやすいこと，学級内において「特定の子」がいじめ被害に遭っ
ていても周囲の児童生徒はその原因を「特定の子」本人に帰属したりトラブルに巻き込まれないよう
に距離をとることなどが明らかになった。
　上越教育大学は「いじめ等予防対策支援プロジェクト」を展開し，道徳教育・シチズンシップ教育・
キャリア教育・人権教育・情報教育等といじめ予防との接点に関する研究に取り組んだ。たとえば道
徳教育との関連については，本音と建前の使い分けを教えるような従来型の授業はいじめを防ぐ実践
につながりにくいという観点から，道徳的な行為に関する体験的な学習の意義を提言している。また，
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平成 28 年度より，大学院において新科目「いじめ等先端課題研究特論」を開設し，ＢＰプロジェク
トにかかわっている 4 名の教員が授業を担当している。
　鳴門教育大学は BP プロジェクトの推進組織として「いじめ防止支援機構」を設置し，「ネットい
じめ」「LGBT といじめ」等のテーマに関する研究に取り組んだ。たとえば，匿名性・無境界性・群
集性という特徴を持つネットいじめに関しては，加害者が意図せずに深刻な状況を演出してしまう点
に留意し，情報モラル教育として使えるワークシートを開発した。また，平成 28 年度はいじめ研究
において世界的に著名な P・K・スミス博士の最新書『学校におけるいじめ』（森田洋司・山下一夫
総監修）の翻訳・出版にも取り組んだ。
　福岡教育大学は「いじめ根絶アクションプログラム」を展開し，「仮想的有能感」により異質な者
とのかかわりを回避しようとする「閉じた個」ではなく，協調・協働の考え方に立って他者とのより
よい人間関係を構築していく「開かれた個」を育むことをめざし，「いじめ防止を意図した各教科等
の指導案」の開発に取り組んだ。具体的には，附属小学校や公立小学校における仲間との連係・協働
により共に高め合うしかけを取り入れた授業実践が，基礎学力，人間関係形成力，思考力・判断力を
育んでいくことにつながることを明らかにした。
　これらの 4 大学の取組が布置されることによって，

・いじめ関する基礎研究
　　いじめの定義・いじめの実像・いじめの心理・いじめの事例研究等
・いじめに関する予防措置（プリベンション）
　　予防教育・通常の教育活動における集団づくり等
・いじめに関する介入措置（インターベンション）・事後対応（ポストベンション）
　　被害者支援・加害者指導・観衆や傍観者指導・学校支援・教育委員会支援等など，いじめ
　防止に関する研究テーマの全体像が整理された。

　また，国立教育政策研究所，日本生徒指導学会，日本 PTA 全国協議会等との協力関係も構築する
ことができた。日本 PTA 全国協議会との連携に関しては，平成 29 年の全国研究大会（仙台大会）
特別第一分科会「『いじめ』何が起きているかを知る」に BP プロジェクトのスタッフが参画した。
また，平成 30 年度の全国研究大会（新潟大会）においても，上越教育大学のスタッフが協力を検討
中である。

■ ＢＰプロジェクトの課題

　今後の課題としては，BP プロジェクトの成果をさらに広く社会に還元していくことがあげられる。
たとえば宮城教育大学が，東北地区国立６大学による「東北教職高度化プラットフォーム会議」のネッ
トワークを活用して他大学にも発信している取組がモデルの一つになるだろう。
　また，構成 4 大学間のネットワークをより深めるべく，各大学のスタッフが今年度行った他大学主
催の研修会での講演や，他大学のいじめに関する授業等での特別講義などを，さらに充実させていき
たいと考えている。
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平成29年度ＢＰプロジェクト事業成果報告
宮城教育大学「特別支援教育といじめ」調査研究プロジェクトについて

宮城教育大学教育学部 学校教育講座

久　保　順　也

これまでの経緯について

　宮城教育大学は BP プロジェクト初年度（平成 27 年度）より，「特別支援教育といじめ」をテーマ
に掲げて調査研究を継続している。平成 27 年度は，宮城県内の公立小学校・中学校・高等学校の学
級担任を対象としたアンケート調査を実施し，通常学級に在籍する ADHD（注意欠如 / 多動性障害）
の特徴のある児童生徒が周囲の児童生徒らから排斥されたり，過度な注意を受けたり，からかわれた
りする被害が多いこと，また周囲の児童生徒らは，発達障害のある児童生徒が「他の子に迷惑をかけ
ている」と捉えており，「トラブルを起こしてほしくない」とも思っていることが明らかとなった。
発達障害のある児童生徒がいじめ被害に遭いやすいこと，一方で周囲の児童生徒はむしろ当該児童生
徒の方を「いじめっ子」「トラブルメーカー」と捉えている可能性が高いことから，発達障害のある
児童生徒だけではなく，学級全体に対しての指導や支援が必要であるとの発想から，続く平成 28 年
度調査研究では「発達障害のある児童生徒が，学級・学校に適応できるための有効な支援とは何か」
を研究課題とすることとなった。教育現場で特別支援教育コーディネーターを務める教員らにインタ
ビュー調査を実施して実践例を収集したところ，有効な実践上の工夫として「小学校から中学校への
スムーズな移行支援」「児を支援する学内キー・パーソン作り」「児の認知・行動特性に関する学級へ
の心理教育的アプローチ」「児を支え，受け入れられる学級集団の育成」等が共通して挙げられた。
さらなる事例収集のため，上記のコーディネーターの他に，小学校・中学校で学級担任を務める現職
教諭らに参加を募り，学級経営上の工夫についてディスカッションする小規模な研究会を立ち上げた。

平成２９年度の調査研究について

　平成 28 年度の調査研究の流れを引き継ぎ，現職教諭らを交えた研究会にて，特別支援教育および
インクルーシブ教育の視点を踏まえた，「発達障害のある児童生徒の学級・学校適応を実現する学級
経営のあり方」を大きなテーマとして討論を継続した。学級・学校における実践例を挙げてもらい，
困難な点や課題も共有しつつ，その克服も視野に入れた教員研修や教員養成のあり方にまで議論は及
んだ。本稿では，平成 29 年度の研究会にて話題に挙がったいくつかのポイントを成果として以下に
示したい。

発達障害のある児童生徒の学級・学校適応を実現するための学級経営や生徒指導上の工夫について～

ＢＰ（いじめ防止）研究会における議論から

・小学校低学年から積み重ねる学級作り

　発達障害児の特徴（本人の困っているところ，良いところ）と接し方について，小学校低学年時か
ら学級内で共有しておくと，子どもたちが偏見を持たずに当該児童と関わる方法を身につけることが
できて，進級しても受け継がれていく。学年を超えて継続していく教育成果が改めて注目された。
　同様に，小学校から中学校への進学時にも様々な情報が引き継がれるが，中学入学前から中学の特
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別支援教育コーディネーターが小学校を訪ねて当該児の学級を参観したり保護者と面接したりして，
スムーズに中学校に移行できるよう支援を早期に開始していることが語られた。さらに，「うまくいっ
ていること」に関する情報も引き継ぐ必要がある。「うまくいっていること」は見過ごされがちであ
るが，むしろなぜうまくいっているのか，その背景に有効な支援が存在していることを見落とさない
ことが求められる。

・行動モデルとしての担任教諭

　発達障害児との関わり方について，まずは学級担任が正しい理解のもとに対応することによって，
学級の児童生徒はその姿を見て学ぶことができる。逆に言えば，学級担任が誤った理解や対応をする
ことで，学級の児童生徒らが不適切な接し方を身につけてしまう恐れもある。

・学校生活のユニバーサルデザイン

　給食当番や清掃活動，朝の会や帰りの会，係活動や部活動等の課外活動は，授業時間と比べて非構
造的でルールも不明確な面がある。こうした時間帯に発達障害児らはどのように振る舞うべきか分か
らずに混乱し，結果として対人トラブルが発生しやすい。それを防ぐために，給食当番や清掃活動に
おける作業内容や手順等に関するルールを明確にして共有しておくことが求められる。

・教員間における特別支援教育の視点共有

　特別支援教育的な視点を教員間で共有するために年度初めの職員会議等の機会が活用される。しか
し教員の職務多忙化や，配慮が必要な児童生徒数の増加により，会議時に個々のケースについて扱う
十分な時間が取れないのが実情である。また特に中学校・高校だと教科担任制であり，発達障害児が
教科ごとに異なる振る舞いを見せるため，教員間で同じ児童生徒像を共有しにくいという苦労もある。
　特別支援教育を教科教育と切り離して捉える教員もまだまだ多く，「学びづらい子にどう教えたら
よいか」という教育上の基本的姿勢を共有するために学内研修等が活用されている。

・通級指導教室の活用

　発達障害児の個別指導・支援の場として通級指導教室が活用されており，ソーシャルスキルトレー
ニングや自立活動等，児童生徒のニーズに合わせた，きめ細やかな指導が行われる。ただし校内や近
隣校に通級指導教室がないため活用できなかったり，思春期以降の児童生徒は通級指導教室の利用に
抵抗感を持つこともあるため，通級指導教室を活用する目的について児童生徒本人や保護者とも共通
理解を持っておくことが必要である。

・周囲の児童生徒の負担・不満への理解と対応

　発達障害のある児童生徒のサポートを学級内で中心的に担う児童生徒がいる場合がある。しかしこ
うした児童生徒に負担が偏って不満が募ることがあるため，基本的にはクラス全体で個を支えられる
ような学級作りが求められる。
　また，運動会等の学校行事において，発達障害児のせいで学級の成績や勝敗が悪くなると学級の子
どもたちが捉えた場合，当該児童生徒を排除しようとする動きが発生することがある。あるいは発達
障害児をかばう学級担任に対して他の児童生徒が反発を示すことがある。何のための学校行事なのか，
行事を通して子どもたちに何を学ばせたいのか，といった教員の姿勢が問われる場面と言える。
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教職大学院を活用したいじめ未然防止に関する実践事例

宮城教育大学教育学研究科専門職学位課程（教職大学院）

本　図　愛　実

　宮城教育大学教職大学院には，現職院生十数名が，ミドルリーダーおよび管理職直前世代として学
んでおり，大学院修了後には，近隣学区を含む地域のリーダーとなりつつ，勤務校の課題解決に率先
して取り組むことが期待されている。いじめの未然防止は，社会的な重要課題であるだけでなく，中
長期の視野，学校内分掌の有機化，組織的で実践的な取組み等，ミドルリーダーとしての力量発揮が
より強く求められる問題でもある。
　そこで，日々の授業におけるいじめ未然防止について，効果的な授業実践を検討し，東北地区教職
大学院のミドルリーダーにも働きかけつつ，モデル提案集として蓄積することとした。主題の明快さ，
児童生徒の心情に働きかける教材，吟味された発問，児童生徒が多面的・多角的に考える場面の設定
等，教育効果と汎用性の高い提案を目指している。
　今回は，教職大学院学生が開発した教材を用いた，異なる学校での授業，ネット上のトラブルがい
じめと深く関わっていることに着目した授業について取組の成果とともに記載した。

 

− 14 −



 

 

 

 

− 15 −



− 16 −



 

 

− 17 −



− 18 −



 

− 19 −



− 20 −



   

− 21 −



いじめ防止に関する大学間による学び合い

宮城教育大学 学長室

　宮城教育大学では，これまで取り組んできた研究事業（研究テーマ「特別支援教育といじめ」），い
じめ防止研修会に加えて，今年度は本学の学生の教育に BP プロジェクト 4 大学のネットワークを活
用することとした。

１）「２年次キャリア形成研修」における講演

　例年学部 2 年生を対象に行っている「2 年次キャリア形成研修」（平成 29 年 9 月 16 日（土）開催）
において，上越教育大学大学院の稲垣応顕教授に「現代的課題－いじめを考える」と題してご講話
をいただいた。
　講話では，「今日的いじめの特徴」，「いじめ加害行為と問題行動発生の機序」，「いじめ予防と早
期発見の方法」といったいじめ問題に関する基礎的な情報から，「いじめ発見チェックリスト」と
題した自身の研究成果まで幅広い情報提供をいただいた。
　参加者約 300 人からは「教員になるにあたっていじめ問題に関する知識の重要性を改めて知るこ
とが出来た」といった声が多数寄せられ，大変貴重な機会であったことが伺えた。

２）学部授業および FD研修における講話

　平成 29 年 11 月 21 日（火），本学の BP プロジェクトメンバーでもある久保順也准教授が担当の
学部生向け授業「児童・生徒理解 d」において，上越教育大学大学院の高橋知己准教授にご講話を
いただいた。またこの機会を FD 研修としても位置づけ教職員も参加可能とし，学生，教職員合わ
せて 80 人の参加があった。
　前半は高橋准教授が実際に関わられた事例を題材とし，後半はアクティブラーニングの形式で授
業が進められた。参加者からは「貴重な事例を聞くことが出来た」，「アクティブラーニング形式で
全員が発言したことで，色々な意見を聞くことが出来た」といった声が多数寄せられた。また授業
時間の後には高橋准教授と BP プロジェクトメンバーによる懇談も行われ，本学にとって大変有益
な機会となった。

（高橋准教授による講話の様子）（稲垣教授による講演の様子）
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上越教育大学いじめ等予防対策支援プロジェクトの取組について

上越教育大学 副学長

　林　　　泰　成

１）上越教育大学いじめ等予防対策支援プロジェクトの概要

　いじめに対する対応は，学校現場でも喫緊の課題となっており，教員養成を主たる業務とする本学
でも重要な教育課題であると認識している。また，平成 25 年にはいじめ防止対策推進法も施行され，
こうした問題への対応を進める社会的気運も高まっている。そうした中で，4 大学が，国立教育政策
研究所や日本生徒指導学会と協力しながら（現在では，公益社団法人日本 PTA 全国協議会とも協力
しながら），いじめ予防に取り組む BP プロジェクトは，大きな意義のある事業であるとの判断から，
本学もその一翼を担わせていただくこととした。
　BP プロジェクトに参画するにあたり，上越教育大学は「いじめ等予防対策支援プロジェクト」と
いう名称で取り組むこととした。いじめの予防を中核としつつも，それだけにかぎらずその周辺にあ
る生徒指導上の諸問題をも扱えるようにしようと考えたのである。この BP プロジェクトは，予算措
置としては単年度であるが，本学では，5 年間を 1 つのくくりとして 4 つのサブテーマを設定している。
　1 つめは，「教員研修プログラムの開発」である。我々の取組が，最終的には，現職教員の教育活
動に役立ち，また，新任教員の職能発達を支えるものとなるように，免許更新講習や生徒指導担当者
講習会等において実施可能な研修プログラムの開発を行い，実施した上で評価することを計画してい
る。
　また，平成 29 年 4 月には，教育公務員特例法の一部を改正する法律が施行され，任命権者は教員
等の資質の向上を図るための指標を定めることとされており，各都道府県教育委員会や政令都市の教
育委員会では，教員育成指標が作られているが，その指標とも連動するような形で，いじめ防止に関
する研修講座の開設が望まれる。
　2 つめは，「大学授業のカリキュラム開発」である。大学・大学院を卒業後すぐに教員になろうと
する者にとっては，子どもたちと接する経験の少なさもあって，いじめへの対応は非常に困難である
と思われる。ましてや予防となると，具体的ないじめの姿が見えているわけでもないのでさらに対応
が難しく，したがって，養成教育の段階で、いじめ予防の知識やスキルを獲得することは，彼らにとっ
て重要な学習内容となるはずである。そこで，教員養成のための大学授業のカリキュラム開発を行い，
具体的な授業プログラムの開発を試みる。
　3 つめは，「社会貢献としての研究成果の公開」である。新潟県教育委員会や新潟市教育委員会等
関係諸機関と連携しながら毎年度フォーラムを開催することとした（この点は，年度によって異なる
取組を試行したので，単独のフォーラムというような形でない場合も生じている）。また，リーフレッ
トを作成・配布して研究成果を社会に公開することでいじめ問題に対する認識を深める契機とする。
　4 つめは，「研究と実践からなる小冊子（成果報告書を兼ねる）の発行」である。このプロジェク
トを通して，いじめの発生予防や，その対処法等に関する理論的な研究を行ったうえで，学校現場で
利用できる実践的なトレーニング方法や授業方法などの提案を行う小冊子を作成する。新潟県教育委
員会では，平成 12 年 3 月に，2 分冊の『いじめ防止学習プログラム』を作成し，それを自校化する
ことを県内の公立諸学校に要請した。現在も，一部の学校ではその取り組みが続いていると聞いてい
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るが，プログラムの開発後 18 年が経過していることもあり，その後の研究や実践の成果も踏まえて，
新しい知見を盛り込んだ小冊子の作成を，完成させる予定である。
　なお，こうした取り組みを進めるにあたっては，新潟県および新潟市の教育委員会をはじめ，大学
が位置する上越市の教育委員会，上越市に隣接する糸魚川市，妙高市，柏崎市の教育委員会にも，連
携協力の依頼を行っている。

２）実施体制

　本学では，カリキュラム開発がプロジェクトの大きな柱の一つになっているので，「カリキュラム
企画運営会議」のもとに「いじめ等予防対策支援プロジェクト実施専門部会」を設置し，そのメンバー
を中心にして，本事業に取り組んでいる。その専門部会のメンバーは，平成 30 年 3 月時点では以下
のとおりである。

　各メンバーは，それぞれの専門とかかわる形で，学校現場とも密接に連携しながら，いじめ問題の
予防とその対処法に関する実践研究に取り組んでいる。一例をあげるならば，筆者（林）は，道徳教
育を専門とする立場から，今回の道徳の時間の教科化を受けて，直接いじめ防止につながるような実
践的行為に関する指導方法としての，モラルスキルトレーニングのプログラム開発とその効果の測定
に取り組んでいる。またメンバーのうちの半数以上が，小中学校または高等学校での教諭経験があり，
また 2 名の者がスクールカウンセラーとしての経験を有している。
　なお，事業を進めるにあたっては，必要に応じて，その他の領域の専門家の先生方にも協力依頼を
行っている。
　事務は，教育支援課で所掌している。

氏　名 職名・所属等 専　門

林　　泰成
副学長，大学院学校教育研究科教授
カリキュラム企画運営会議議長

道徳教育，こころの教育

安藤　知子
大学院学校教育研究科　教授
学校教育専攻 学校臨床研究コース

学校経営学（学校組織
論，学年・学級経営論）

稲垣　応顕
大学院学校教育研究科　教授
学校教育専攻 学校臨床研究コース

臨床教育学（生徒指導，
教育カウンセリング）

早川　裕隆
大学院学校教育研究科　教授
教育実践高度化専攻　教育臨床コース・教育経営コース

道徳教育

清水　雅之
学校教育実践研究センター　准教授
教職大学院実習コーディネーター

教科教育学（生活科・
総合）

高橋　知己
大学院学校教育研究科　准教授
学校教育専攻 学校臨床研究コース

臨床教育学（特別活動
論，学校心理学）

留目　宏美
大学院学校教育研究科　准教授
教科・領域専攻　生活・健康系教育実践コース

養護学，養護教諭教育，
学校組織論

山田　智之
大学院学校教育研究科　准教授
学校教育専攻 学校臨床研究コース

臨床教育学（生徒指導，
キャリア教育学）
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３）教員研修プログラムの開発

　1 つめのサブテーマについて振り返る。
　平成 27 年度は，一部の教員免許状更新講習において，いじめ問題と対処法等について言及を行っ
たが，いじめをテーマとした講習の開設にまでは至らなかった。前年度に認可を受けて実施されてい
ることから，27 年度についてはやむを得ないことと思われる。
　平成 28 年度は，高橋知己が，選択必修領域において「いじめ・子どもの危機について考える」と
題する講習を，新潟県内 3 か所（上越市，長岡市，佐渡市）において開設した。
　平成 29 年度も高橋が同じタイトルの講習を開設している。他にも，道徳教育や教育相談などに関
する講習でも，内容としてはいじめ予防に言及している講習がある。
　また，平成 27 年度から 29 年度にかけて，メンバーが依頼された生徒指導，教育相談，特別活動，
道徳教育，キャリア教育等に関する研修会・講演会においても，いじめ対策，いじめ予防に関する事
項に言及した。

４）大学授業のカリキュラム開発

　つぎに，2 つめのサブテーマについて振り返る。
　大学のカリキュラムに関しては，平成 27 年度中に，大学院修士課程において道徳・生徒指導コー
スをあらたに立ち上げ，「いじめ等先端課題研究特論」という授業科目を開設し，本プロジェクトの
成果を院生向けに講義することを決定した。
　その後，平成 28 年度には，この科目を 4 人の担当者がオムニバス形式で開講し，さらに，その受
講者による評価を踏まえて，平成 29 年度には，一部内容に修正を加えて実施した。
　平成 31 年度には教職大学院の拡充が予定されているが，この科目で取り上げているいじめに関す
る内容を，教職大学院の共通科目として位置付けられないかと検討している。
　学部の授業に関しては，「いじめ」という用語を用いた授業科目は設置されていないが，生徒指導
や特別活動，道徳教育，キャリア教育等の科目の中で，取り上げるようにしている。学部のカリキュ
ラムは，教職課程の科目を中心に構築されており，課程認定を受けている関係上，単独でいじめを取
り上げる科目を開設することは難しいが（開設しても複数免許を取得するのに忙しい学生が履修する
かどうかという問題もあり），今後の検討である。

５）社会貢献としての研究成果の公開

　3 つめのサブテーマについて振り返る。
　各年度のフォーラムについては，本書に資料が掲載される予定である。ここでは，平成 27 年度以
降の 3 年間を見通した取り組みの変化を概説する。
　平成 27 年度は，BP フォーラムの初年度であり，私たちプロジェクトメンバーの取組を発表した
うえで批判や意見を受けようという発想であった。メンバーの安藤知子が司会をし，同じくメンバー
の山田智之，稲垣応顕，高橋知己の 3 名がそれぞれの取組を紹介した後，指定討論者として，新潟県
教育委員会副参事の井上正裕氏，国立教育政策研究所の藤平敦氏に登壇いただき，コメントを頂戴し
た。議論の中では，「予防」「未然防止」「防止」「早期発見」「初期対応」などの言葉の定義をめぐる
あいまいさの指摘など，目から鱗が落ちるような指摘もあった。参加者へのアンケートからはおおむ
ね好評であったと言える。
　平成 28 年度は，学校現場で活躍されている先生方を交えて分科会方式で運営することとした。分
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科会としては「ネットいじめへの対応」「特別支援教育の観点によるいじめや不適切な関わりに見ら
れる課題と支援の実際」「差別心に立ち向かう人権教育，同和教育」の 3 つを設定し，本学教員の他に，
第 1 分科会では，上越市教育委員会指導主事の田邊道行氏，第 2 分科会では，上越市立八千穂小学校
教諭の岡田一幸氏，第 3 分科会では，上越市立東本町小学校校長の磯貝芳彦氏に発表していただいた。
筆者は，第 3 分科会に参加していたが，人権教育・同和教育に長年にわたり携わってこられた磯貝氏
の発表は参会者らに大きなインパクトを与えていたのではないかと思われる。
　この分科会の前には，それぞれの分科会に通底するテーマで基調講演をする必要があるとの判断か
ら，プロジェクトメンバーの早川裕隆が，「いじめ問題からみた子ども論―子どもの思考と行動を中
心に―」と題する講演を行った。早川は，小学校教諭としての経験も，また児童相談所の児童福祉司
としての経験もあり，多くの事例に携わってきた経験に基づく話には説得力があった。
　平成 28 年度においても参加者へのアンケートから，おおむね好評であったと判断できる。
　平成 29 年度は，大学および大学院でのいじめを扱っている授業を，プロジェクトに参加する 4 大
学の先生方に見ていただき，協議会を実施するという形式をとった。
　公開したのは，一つは，高橋知己の担当する学部「初等特別活動論」の 10 コマ目である。この授
業は，学部生に加えて，教員免許を取得しようとする院生も受講しているので，200 名を超える参加
者が階段教室で授業を受けている。そうした教室環境の中でも，グループでの討議が取り入れられ，
アクティブラーニングが可能であるということが示されていた。もう一つは，稲垣応顕の担当する大
学院科目「いじめ等先端課題研究特論」の 10 コマ目である。こちらは，少人数の授業で，じっくり
と討議をする形であった。授業後には「教員養成大学におけるいじめ授業の在り方を考える」研究協
議会を設けた。そこでは，前者の授業に関して，「（いじめを）アンケートには書かない」など，「学
生の本音が出ていたと感じた」というようなコメントがあり，また，「もっと少人数だったらより深まっ
たのではないか」という問いかけに対して，「小規模のよさもあるが，この授業は，導入に位置づく
授業で大規模でよい」というようなやりとりもあった。後者の授業に関しては，「いじめられる側に
も何か原因がある」というような思い込みに対してどう対応するか，どう教えるかなどについて意見
交換がなされた。
　平成 29 年度は，こうした授業公開に加えて，新潟県教育委員会のイベント，新潟市教育委員会の
イベントに，本プロジェクトがかかわらせていただいた。新潟県の取組では，「深めよう　絆　にい
がた県民会議」（新潟県教育庁義務教育課内）が主催する「深めよう　絆　県民の集い（上越地区）」
において，プロジェクトメンバーの稲垣応顕が「いじめに対する中・高校生の本音トーク」のコーディ
ネーターを務めた。新潟市の取組では，新潟市教育フォーラムにおいて高橋知己が講演を行った。

６）研究と実践からなる小冊子（成果報告書を兼ねる）の発行

　4 つめのサブテーマについて振り返る。
　年度ごとの取り組みについては事業成果報告を発行することとしており，平成 27 年度，28 年度と
事業成果報告書を発行した。平成 29 年度についても発行される予定である。
　研究と実践からなる小冊子（成果報告書を兼ねる）は，5 年目には実践に役立つ内容の小冊子の作
成を計画している。BP プロジェクトについては，5 年を一応の目安としており，それをもって最終
の成果報告書とする。
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７）おわりに

　まとめに向けてこの中間地点で強く感じるのは，いじめの問題は，対処療法だけではすまないとい
う難しさであり，また，予防の取組の効果が見えにくいという難しさである。対症療法だけでは同じ
ことが繰り返される。だからこそ，予防しようという発想になるのだろうけれども，予防策をとった
から問題が生じないのか，あるいは，予防策をとらなくても別な要因で問題が生じないのかという点
が，いじめが起こってからの対応とは異なり，検証できない。
　また，個々の事例を検討すると，類似していても事例ごとに異なる様相が見え隠れする。ある特定
の事例を解明したとしても，それをもって，いじめはこうして起こり，こうすれば解決し，こうすれ
ば予防できる，と単純には言い切れない難しさがある。
　こうした難しさを研究方法論上で解決することが必要だと思われる。そのためには，本プロジェク
トは予防に焦点化しているが，予防のためのスキルだけではなく，人間の行動原理のようなものまで
捉え直して理論構築しなければ，抜本的な解決策を提示できないように思うのである。
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鳴門教育大学の３年間のＢＰプロジェクト事業

鳴門教育大学いじめ防止支援機構長

阿　形　恒　秀

■ はじめに

　鳴門教育大学は，教員養成の先導的大学としての使命を果たすとともに，様々な教育問題に取り組
んできたが，重大な教育課題となっているいじめ問題の克服に寄与する事業の実施を目的として，平
成 27 年 4 月に「いじめ防止支援機構（BP-CORE）」を新設した。BP-CORE とは，Center of 
Organization for Research and Education（about Bullying Prevention）の頭文字をとったものである。
　いじめ防止支援機構は，いじめ問題で子どもも教師も保護者も一人で悩まないように，支援する側
も一人ではなくて連携し協力しなければならないと考え，「連携・協力」をキーワードとした。そして，
いじめ問題研究の第一人者である森田洋司先生に本学の特任教授に着任いただきご指導を受けるとと
もに，会長を務めておられる日本生徒指導学会と連携協力し，学校現場の先生方が元気になるような
支援と研究をめざした。
　さらに，大学としてより組織的に，さらには学内外のネットワークを駆使して支援していく必要が
高まってきていると考え，平成 27 年 4 月に，いじめ問題に関して以前から特色ある取組を行ってき
た 4 大学（宮城教育大学，上越教育大学，福岡教育大学，鳴門教育大学）による協働参加型のプロジェ
クト「BP（いじめ防止支援）プロジェクト）」を立ち上げ，教育委員会や学校の教育力向上のための
各種支援事業，教育研究事業，研修事業等を実施することとした。そして，4 大学相互のネットワー
クを築くことで，成果の共有，情報や意見の交換，交流による新たな気づきの獲得などのシナジー（相
乗作用）効果を生み出し，合わせて各地の教育委員会，国立教育政策研究所，日本生徒指導学会など
とも連携協力し，全国的な規模でいじめ問題に取り組むことをめざしたのである。

■ 平成２７（２０１５）年度の取組

　平成 27 年 4 月 20 日に，東京霞が関の霞山会館において，BP プロジェクトの発足式を開催した。
発足式では，4 大学学長（宮城教育大学見上一幸学長・上越教育大学佐藤芳德学長・福岡教育大学寺
尾愼一学長・鳴門教育大学田中雄三学長），国立教育政策研究所大槻達也所長，日本生徒指導学会森
田洋司会長の挨拶の後，文部科学省ご来賓（初等中等局児童生徒課長坪田知広氏）のご挨拶をいただ
き，覚書の署名を行った。当日の様子は，NHK ニュースや各社の新聞で取り上げられ，いじめ防止
問題に関する社会の関心の高さが伺えた。
　平成 27 年度の BP プロジェクト徳島大会は，8 月 7
日に徳島市のあわぎんホールにおいて，「社会全体が連
携協力していじめ問題に取り組もう !」をテーマに実施，
県内外の現職教員や教育関係者 377 名に参加いただい
た。大会では，文部科学省初等中等教育局児童生徒課長
の坪田知広氏，徳島県知事飯泉嘉門氏（当日は急なご公
務のため徳島県政策監が代読）の来賓ご挨拶の後，以下
の 3 本の講演が行われた。
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　講演①　文部科学省初等中等教育局児童生徒課長　坪田知広　
「いじめの問題に関する現状と取組」

　講演②　鳴門教育大学特任教授　森田洋司
「いじめ防止対策推進法制定 3 年目を迎えて　今，改めて問い直すべきこと」

　講演③　鳴門教育大学教授　阪根健二
「ネットいじめや『ケータイ（スマホ）問題』に関する教師の知識の現状把握と指導の改
　善について」

　大会参加者からは，アンケートで以下のような感想が寄せられた。
･ いじめの認知件数が多いのは，学校，家庭，地域の教育力の表れであるということが分かった。 
いじめに対する考え方のベースを理解することができた。〈他大学の教員〉

･ いじめ認知のアンテナが低くなっていることに気がつけてよかった。いじめが疑われる瞬間を見
逃さないようにしていきたい。〈高等学校教員〉

･ 社会全体が連携協力していじめ問題に取り組むことの重要性を再認識できた。〈小学校教員，中
学校教員，他大学の教員〉

･ 森田先生の話は，熱があり，心にしみわたりました。「わずかな兆しを逃すな」の言葉を心に刻
みます。〈小学校教員〉

･ 森田先生のお話の中の，「子どもの自己肯定感の低さ」「ほめることの意味」「同僚性」について，
学校へ帰って全教職員に伝えたい。〈小学校教員〉

･明日から使える具体的な資料がいただけたのは大変ありがたかったです。ネットいじめを「軽減」
するのではなく，「なくす」ために本人と保護者に責任を取らせるよう指導していく方法が分かり，
気が楽になりました。〈小学校教員〉

･ スマホ・携帯電話を使用した人権侵害について，「なぜいけないか ?」をしっかりと子ども達に
理解させたいです。〈中学校教員〉

　さらに，いじめ防止に資する教材の開発にも取り組んだ。いじめ防止対策推進法や基本方針は，教
員にとっては重要な指標ではあるが，児童生徒にとって
は馴染みのないものである。児童生徒は，むしろ，漫画
や小説，ドラマなどを通じて，その実態や対処方法を考
えていると思われる。そこで，鳴門教育大学では，漫画
を題材にしたいじめ防止教材「『いじめの解決方法』を
見つけ出すワーク」を開発した。使用した漫画は，小・
中学校におけるいじめを題材にした五十嵐かおるさん
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の作品「いじめ ～ひとりぼっちの戦い～」（2007 年・小学館）に収められた短編「明日に吹く風」
である。五十嵐さんのいじめシリーズは多くの子どもたちに共感をもって読まれており，児童生徒が
いじめをどのように経験しどのように感じているかを考えるための格好の教材である。漫画の使用，
公開，ダウンロードによる活用に関しては，小学館の許諾をいただき，生徒指導支援センターのウェ
ブページで広く提供を行った。そして，学校現場で活用しやすいように，ウェブページでは，配布資
料に加えて「進め方と 50 分の場合の時間配分例」を示すとともに，実際に学校現場でこの教材を活
用した学習を試み，その有効性や改善点を検討した。さらに，教材には教員用の解説も付け，活用・
指導のポイントをまとめた。
　平成 28 年 1 月には，平成 27 年度における BP プロジェクトの成果をまとめた「BP リーフレット
No.1」を作成した。

■ 平成２８（２０１６）年度の取組

　鳴門教育大学では，平成 27 年～ 28 年に，いじめ研究において世界的に著名な P・K・スミス博士
の最新書“Understanding　School　Bullying”の翻訳に取り組み，9 月に『学校におけるいじめ』（森
田洋司・山下一夫総監修，学事出版）として出版した。

　平成 28 年度の BP プロジェクト第 1 回徳島大会は，8 月 20
日に徳島市のザ・グランドパレス徳島において実施，参加者
は130名だった。大会では，「いじめ研究の最先端～ピーター・
K・スミス『学校におけるいじめ』を読んで～」をテーマに，
鳴門教育大学生徒指導支援センター所長の葛西真記子教授・
甲子園大学の金綱知准教授・鳴門教育大学の池田誠喜講師が
シンポジウムを行い，その後，鳴門教育大学の森田洋司特任
教授が総括を行い，スミス博士の著書から，日本では被害の
観点が強調されるが欧米では加害・被害の双方の人権をどう
保障し調整していくかで苦労していることがわかるというこ
とが指摘された。そして，日本のいじめ防止対策推進法に基
づく対応においては，現場の指導と組織の行政的・法律的判
断をきっちりと腑分けしつつ両立させないといけないという
ことが提言された。

　平成 28 年度の BP プロジェクト第 2 回徳島大会は，11 月 19 日に徳島県総合教育センターにおい
て実施，参加者は 59 名だった。大会では，鳴門教育大学いじめ防止支援機構長の阿形が，「BP（い
じめ防止支援）プロジェクトの 1 年半の歩みと今後の方向性　～構成 4 大学の特色ある取組の成果を
踏まえて～」の演題で講演を行い，4 大学の具体的な取組内容と成果を紹介した。そして，4 大学そ
れぞれの着眼点や方法論に基づく研究が BP プロジェクトとして集約・統合される中で，いじめ防止
に係る研究・支援の諸領域の全体像が整理されつつあることが明らかにされた。
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　BP プロジェクトへの関心が高まる中で，様々な機会を活用して，広報にも取り組んだ。平成 29
年 2 月に行われた，「『こころを育む総合フォーラム』第 42 回ブレックファースト・ミーティング」
には，鳴門教育大学の阿形がゲストスピーカーとして，「いじめ防止対策と学校現場の対応」のテー
マで，BP プロジェクトの取組も紹介しながら基調講演を行った。『こころを育む総合フォーラム』は，

元文部科学大臣の遠山敦子氏が発起人となり，
「こころを育む」環境づくりのための全国運
動を展開すべく集まられた有識者の方々によ
る団体である。当日は，遠山氏をはじめ，ノー
ベル化学賞を受賞された野依良治氏，元東京
大学総長の佐々木毅氏，小説家の平野啓一郎
氏をはじめ 9 名の有識者メンバーがご出席に
なられ，阿形の基調講演についても次々とご
質問をいただき，熱のこもったミーティング
となった。
　平成 29 年 3 月には，鳴門教育大学の阪根
健二教授のレポート『いじめ防止の決め手は

あるのか』を中心に「BP リーフレット No.2」を作成，施行から 3 年が経過した「いじめ防止対策推
進法」の制定の意味と内容を理解することの重要性，学校現場の教職員のいじめ問題への向き合い方
等について解説を試みた。
■ 平成２９（２０１７）年度の取組

　平成 29 年度の BP プロジェクト第 1 回徳島大会は，8 月 8 日に鳴門教育大学講堂において実施，テ
レビ会議システムによる阿南地区・美馬地区の鳴門教育大学サテライト会場へのライブ配信も行い，
参加者は 490 名だった。
　本大会は，当初は義家弘介文部科学副大臣と森田洋司鳴門教育大学特任教授の講演を予定していた
が，義家氏が大会直前の内閣改造に伴う事務引継ぎのためご出席いただけなくなり，さらに，ご多忙
な中で義家氏に代わって講演をお引き受けくださった坪田知広児童生徒課長と森田洋司特任教授も，
台風 5 号の影響により来県いただくことができず，急遽，鳴門教育大学の阪根健二教授が「いじめ対
応を考え直す時」の演題で，また山下一夫学長が「子どもの心と大人の知恵」の演題で講演を行った。
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　阪根教授は，デマや噂，人の錯覚，思い込みの怖さについて言及するとともに，他県で実際に起こっ
たいじめ事案を取り上げ，学校が講じるべきであった対応措置について問題提起し，いじめの事実確
認には正確さ・迅速さが必要であり，親身になって支援することの重要性を示した。
　山下学長は，「ドラえもん」に登場するのび太と
ジャイアン，担任教師との関係などを例に挙げ，自
身の経験も交えながら，いじめ防止のポイントにつ
いて分かりやすく説明した。そして，特に重要な点
として，1）いじめ対応を最優先にするという全教
職員の共通認識，2）子どもの心に寄り添い「あれ？
気になる」と感じる教師のデリカシー，3）気にな
ることを教職員間で気軽に話し合える同僚性，の３
点を挙げた。

　ドラえもんといじめ　　≪ 山下一夫（2001）「ドラえもんといじめ」より抜粋 ≫

（１）ジャイアン
　ジャイアンはのび太に対しふざけているだけで，本当に 2 人は仲が良いのでしょうか ? ジャイア
ンはのび太に対し悪気などまるで意識していないかもしれません。仲良く遊んでいることもありま
す。しかし，暴力を背景にした上下関係は明らかであり，のび太はつらい思いをしています。教師
はジャイアンのいじめや乱暴な行為を見すごしてはいけません。教師の人権感覚が問われているの
です。実際，一見したところ親しい友人関係やグループに思えても，その中でいじめが発生してい
る場合はよくあることです。
　ジャイアンの母は彼をよくしかり，げんこつを与えています。彼の父はほとんど出てきませんが，
たまに出てくると力自慢の乱暴者です。つまり，いじめっ子自身がいじめられっ子であり，ストレ
スがかかっています。教師はいじめ行為を許してはいけませんが，いじめっ子や乱暴な子を嫌って
もいけません。いじめっ子の心理的背景にも関心を向け，生徒指導を行わねばなりません。
（２）のび太
　相手のことを思いやるのび太のやさしい性格はとてもすばらしい　（のび太にとって幼稚園のこ
ろまで同居していたやさしいおばあちゃんの存在は大きいと思います）。しかし，勉強やスポーツ
ができず，ドラえもんがつねに味方についているのでねたみの対象になっているなど，いじめられ
やすいタイプといえます。
　まず，「暴力やいじめは許されない。親や先生たちはあなたを守る」と，いじめられている子ど
もの感情を受け入れ安心感の回復につとめることが大人として何より大切であり，いじめられてい
る子どもが一人で悩むことがないように，保護者も教師も子どもの発する危険信号を敏感に察知
し，子どもの立場に立って最後まで守っていくべきです。いじめられている子どもの側にもいじめ
を誘発している場合があります。しかしだからと言って，いじめられている子どもに，「なぜいじ
められるのかあなたも反省すべき点があるでしょう。ドラえもんにたよらず勉強しなさい」などと
決して指摘してはいけません。このような教師の心ない言葉は，子どものいじめられて傷ついた心
に塩をぬることになります。
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　平成 29 年度の BP プロジェクト第 2 回徳島
大会は，10 月 8 日に徳島市のザ・グランドパ
レス徳島において実施，参加者は 92 名だった。
大会では，文部科学省初等中等教育局の坪田知
広児童生徒課長から「いじめを考える」の演題
でご講演いただき，続いて，鳴門教育大学教授
生徒指導支援センター所長の葛西真記子教授
が「性の多様性の理解と学校現場でのいじめの
現状」の演題で講演を行った。
　坪田課長は，改めて「いじめの定義の理解と
積極的認知の重要性」を指摘されるとともに，
学校のいじめ防止対策を保護者等に公表し検証を仰ぐこと，いじめ問題に組織的に対応し「子供を守
り通す」姿勢を貫くことなどを提言された。さらに，平成 29 年 3 月に改定された「いじめの防止等
のための基本的な方針」に言及され，

・教職員の情報共有　　　・PTA 等との連携　　　・「解消」の的確な判断
・特に配慮が必要な児童生徒 　　　・重大事態の範囲の明確化

など，改定のポイントについて説明があった。
　葛西教授からは，セクシャルマイノリティを正しく理解するために，まず，「ジェンダー」「セクシャ
リティ」「性的指向」「性同一性」などのキーワードについて説明があった。そして，さまざまな調査

（３）スネ夫
　いじめ集団を，いじめっ子（加害者）・いじめられっ子（被害者）・いじめをはやしたておもしろ
がって見ている子どもたち（観衆）・見てみぬふりをしている子どもたち（傍観者）の 4 つに分類
することがあります。あるいは，いじめられている生徒といじめている生徒，そして共謀者と傍観
者をあげることもあります。
　このいじめの共謀者といえるのがスネ夫です。金持ちでブランド志向だけど，彼はおけいこ事に
忙しく，寂しがりやです。ジャイアンの暴力をかさにきてのび太をいじめることにより，孤独感を
まぎらわしストレスを発散しており，まるで「虎の威をかる狐」です。スネ夫は他人の評価や物事
の結果を非常に気にするタイプであり，先生の前ではいい子で，大人の顔色に敏感です。そして，
自分のことを自慢し他人の欠点を指摘することにより，自尊心を守っています。
　スネ夫のような子どもに対し，特に問題行動が表面化するまで，積極的にかかわろうとしない教
師が多いのではないでしょうか。しかし一方，スネ夫のような子どもが好きになれず，いい子の仮
面や化けの皮を剥がし，いつわりの自尊心を壊そうとする教師もいます。このような教師は，スネ
夫に物ではなく心の大切さに気づき，裏表のない人間になってもらいたいという気持ちから，スネ
夫の問題点を指摘しているのかもしれません。けれども，教師とスネ夫の間に心の交流がなければ，
自尊心はすぐに再建できません。
　大人が焦ってはいけません。スネ夫に対し（のび太やどの子どもに対してもそうですが），大人
は「失敗してもいいんだ。試行錯誤してみよう」というおおらかな気持ちで接する必要があります。
また，スネ夫は大人をよく観察しているので，大人は子どものモデルとして，心の内面に魅力のあ
る人間かどうかが問われています。
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から，性的指向・性自認・LGBT を理由にしたから
かい・暴言・暴力・仲間外しなどのいじめ被害は，
学校において，かなりの数が発生していることを明
示する一方，LBGT に関する教師の理解や児童生徒
への指導は極めて遅れていることを指摘した。さら
に，文部科学省も，以前は，同性愛を「倒錯型非行」
とし「社会的にも健全な社会道徳に反し，性の秩序
を乱す行為となりうるもので，現代社会にあっても
是認されるものではない」< 文部省（1979）「生徒
の問題行動に関する基礎資料－中学校・高等学校編」> と述べていたが，「いじめの防止等のための
基本的な方針（改定版）」では，「性同一性障害や性的指向・性自認に係る児童生徒に対するいじめを
防止するため，性同一性障害や性的指向・性自認について，教職員への正しい理解の促進や，学校と
して必要な対応について周知する」と記されていることを示した。

　平成 29 年度は，公益社団法人日本 PTA 全国協議会との連
携をさらに深めることができた。平成 29 年 6 月に発行された
リーフレット「今すぐ家庭でできるいじめ対策ハンドブック」
には，いじめ防止支援機構長の阿形が『いじめ防止のために大
人ができること，やるべきこと』を寄稿した。さらに，8 月に
行われた第 65 回日本 PTA 全国研究大会仙台大会では，特別
第一分科会「『いじめ』何が起きているかを知る」において，
森田洋司特任教授が「子どもたちの豊かな心を育み，いじめが
止まりやすい社会をめざして～今，私たちにできること～」と
題した基調講演を行った。さらに，「『いじめ』何が起きている
かを知る」をテーマに行われたパネルディスカッションでは，
宮城教育大学の BP スタッフの久保順也准教授がコーディネー
ターを務められ，阿形がパネリストに加わった。

　また，平成 29 年 11 月には，「いじめ防止対策推進法」や国の「いじめの防止等のための基本的な
方針」の主旨と，具体的ないじめ防止対策の留意点を整理して，学校現場の先生方が腑に落ちるわか
りやすい文章で要点マニュアルとして提供し，各学校において，いじめ防止対策の基本理念の確認と
実際の取組の参考に活用していただくことを目的に，冊子「学校現場で役立ついじめ防止対策の要点」
を発行した。本冊子では，学校現場の先生方の「法の定義を説明しても子どもや保護者が納得してく
れない」「アンケートを行っても正直に書いてくれない」「被害者・加害者をどのように指導すればよ
いのかわからない」「謝罪させたのに　いじめが収まらない」などの戸惑いをサポートするために，
いじめ防止対策の要点を 5 つに整理してまとめ，それぞれについての解説を加えた。
　広報活動としては，平成 30 年 1 月 4 日から 1 か月間，文部科学省新庁舎 2 階エントランスにおいて，
教員養成大学としては初めて企画展示を行った。展示テーマは「BP プロジェクト　いじめ防止に向
けた教員養成・研修の充実と教育委員会・学校支援の全国展開」で，BP プロジェクト構成 4 大学の
それぞれの取組内容や，ネットいじめ，性の多様性に係るいじめ等に関する 8 枚のパネルを展示した。
また，1 月 29 日には文部科学省情報ひろばラウンジにおいて，森田洋司特任教授が特別講演を行った。
展示会場に置いた関係資料がすぐになくなり補充するなど，企画展示は大きな注目を集めた。
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■　今後の予定

　平成 30 年度は，継続して BP プロジェクト研修会の実施（9 月 1 日には沖縄県で初めて開催の予定）
や職員研修への講師派遣等に取り組むとともに，いじめ問題をテーマにした生徒指導力高度化プログ
ラム教材・資料集（第 3 集）を発行の予定である。さらに，平成 29 年度にスタートさせた「附属学
校いじめ防止対策ワーキンググループ」で本学と附属幼・小・中・支援学校のスタッフによる研究協
議を重ね，「附属学校園いじめ防止プログラム（仮称）」「附属学校園いじめ早期発見・事案対処マニュ
アル（仮称）」を策定する予定である。

− 37 −



鳴門教育大学生徒指導支援センターにおけるいじめ防止支援事業

鳴門教育大学生徒指導支援センター所長

葛　西　真記子

１. 生徒指導支援センターの活動

　生徒指導支援センターは，鳴門教育大学に平成 27 年 4 月 1 日に設置され，今年度で 3 年目となる
新しい組織である。本センターの目的は「教員及び学校の生徒指導力を向上させることにより，生徒
指導上の諸問題を解消すること」（鳴門教育大学生徒指導支援センター規則第 2 条）であり，具体的
な業務としては，
　①学部生，大学院生及び教員の生徒指導力養成カリキュラム及びプログラムの開発
　②生徒指導リーダー及びいじめ防止スタッフ等の人材養成
　③スクールカウンセラー等の活用モデルの構築
　④生徒指導に関する相談
　⑤その他生徒指導支援に関する業務
がある。これらの業務によって，学校現場の切実なニーズである「生徒指導分野のスーパーティー
チャー」を養成することを最終目的に掲げている。
　また，平成 27 年 4 月 1 日に設置された鳴門教育大学いじめ防止支援機構は，生徒指導支援センター
と，平成 28 年 4 月 1 日より心身健康センターで構成され，両センターの連携により，いじめ防止に
係る事業を実施している。
　平成 29 年度の生徒指導支援センターのスタッフは以下の通りである。

表１　平成２９年度　生徒指導支援センタースタッフ

　この 3 年間に生徒指導支援センターが取り組んだ事業は，「人材養成による学校支援」，「相談への
対応による学校支援」，「諸資料の提供による学校支援」である。

葛西真記子 センター所長，大学院　臨床心理士養成コース　教授

阿形　恒秀 いじめ防止支援機構長，教職大学院　教職実践力高度化コース　教授

久我　直人 教職大学院　教職実践力高度化コース　教授

小坂　浩嗣 教職大学院　教職実践力高度化コース　教授

阪根　健二 教職大学院　教員養成特別コース　教授

末内　佳代 教職大学院　教職実践力高度化コース　教授

吉井　健治 大学院　臨床心理士養成コース　教授

小倉　正義 大学院　臨床心理士養成コース　准教授

池田　誠喜 教職大学院　教職実践力高度化コース　准教授

竹口　佳昭 生徒指導支援センター　研究員　
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２. 人材養成による学校支援

　「人材養成による学校支援」については，職員研修への講師派遣，問題事象に関する検討会議への
助言者派遣，関係資料の提供などを通して，教員・学校の生徒指導力向上をサポートした。センター
には，教育学を専門とする者，心理学を専門とする者，教職経験・スクールカウンセラーの経験のあ
る者など，10 名の多様なスタッフが配置されている（表 1）。スタッフは，学校や教育委員会等から
の要請を受け，研修会等での講演や助言を行った。平成 29 年度に実施した研修支援の中の一部を表
2 に示した。
　講演等の依頼は非常に多く，様々な生徒指導上に関する研修についての学校現場でのニーズの高さ
が窺える。研修の主催は教育委員会・研究会・各学校，対象は教員・保護者・児童生徒等，校種は幼
稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校と多岐に及んだ。また，研修の内容についても，

* いじめ問題と人権について
* いじめ防止対策の現状と課題について
* 学校の危機管理について
* いじめ認知について
* ネットいじめについて
* 仲間関係の難しさと大切さについて
* セクシュアル・マイノリティへの対応について
* 不登校の対応について
* 学級経営について
* 教師のメンタルヘルスについて

など，各地域・各学校の状況に即した多様なテーマが求められた。センターでは，10 名のスタッフ
で分担して，これらの要望に対応した。

表２　学校・教育委員会等に対する支援

兵庫県淡路市立志筑小学校教職員研修 いじめ，不登校等を低減する学級経営の在り方

静岡県島田市立金谷小学校学級経営勉強会 学級経営勉強会

徳島県堀江南小学校教育相談 問題行動への対応

小松島市横須保育所人権研修会 子どもの自立を支える大人の役割

静岡県市立幼稚園振興協会理事長 ･ 園長研修 いじめ問題等の学校危機管理

宮崎市教育情報研修センターいじめ等研修 ネットいじめ問題への対応

鳴門市人権教育研究会 理想と現実を見据えた人権教育の大切さ

高知県四万十市立中村中学校人権参観日講演会 仲間関係の難しさと大切さ（いじめ問題他）

広島県府中町立府中中学校職員研修 児童生徒理解の難しさと大切さ（いじめ問題他）

徳島市教育支援センター親の会 子どものこころの傷を受け取るキャッチハート

高知県馬路小学校人権教育講演会 仲間作りの難しさと大切さ（いじめ問題他）

広島県府中町立府中緑ヶ丘中学校職員研修 児童生徒理解の難しさと大切さ（いじめ問題他）

四国地区人権教育研究大会（愛媛大会）大学部会 いじめ問題を考える

徳島県名西高校定時制出前授業 人とつながることの大切さ（いじめ問題他）
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田辺市校長・教頭・園長・園主任会 幼児児童生徒理解と学校園の運営

愛媛県松山市小中学校生徒指導研修 いじめ問題等の生徒指導

大阪府生徒指導課題研修 夏休みをいかに過ごすか

全日本教職員連盟研究大会（生徒指導分科会講演） いじめ防止対策推進法の求めるものとは

教育文化フォーラム（BP 共催） いじめ問題を考える（基調講演）

鳥取県市町村（学校組合）教育委員会委員研修会 いじめ防止基本方針の見直し等について

徳島県美馬中学校校内研修会 不登校と関わる十二の技

鳴門教育大学公開講座（教育臨床 15） いじめ防止対策の現状と課題

高松大学教員免許更新講習 いじめ問題等の学校危機管理

鳴門教育大学公開講座 いじめ，不登校等を低減する学級学校経営の在り方

東温市いじめストップ子ども会議 児童生徒理解の難しさと大切さ（いじめ問題他）

香川県善通寺市連合児童会生徒会 ネットいじめ問題について

静岡うずしお講演会 学校現場におけるいじめ防止対策の要点

徳島市教育センター親の会 心を開かない子どもをどう受け止めるか

日本 PTA 全国研究大会仙台大会特別第 1 分科会 いじめに係わるシンポジウムのパネラー

広島県広島市教育センター教職員研修 いじめ問題等の危機管理

佐世保市教育センター教職員研修 いじめ問題等の生徒指導

鳴門市いじめ問題等対策委員会 いじめ問題についての対応策

全国附属学校 PTA 連合研究大会講演 いじめ問題について

阿南市小学校教育研究会生徒指導部会研修会 学業指導に視点を当てた自己指導能力の育成

高知県高知市立青柳中学校区合同研究会 いじめ問題等の生徒指導

東京都国分寺市立第五中学校 ケース ･ コンサルテーション

香川県児童生徒のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用に関する講演 ネットいじめと依存症

いじめ防止支援プロジェクト第 2 回徳島大会 性の多様性の理解と学校現場でのいじめの現状

兵庫県淡路市教委中堅教員研修 いじめ問題等の生徒指導

小松島市人権教育研究大会 いじめ問題から考える子どもの仲間関係の意味

全国適応指導教室連絡協議会基調講演 不登校といじめ問題

香川県児童生徒のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用に関する講演 ネットいじめと依存症

府中緑ヶ丘中学校教育講演会 仲間関係の難しさと大切さ（いじめ問題他）

香川県大川教職員研修 いじめ問題等の学校危機管理

徳島県コンプライアンス研修会 教師のﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽにおけるｾﾙﾌｹｱとﾗｲﾝｹｱについて

鳴門教育大学附属小学校保護者研修会 自己肯定感を高めるには

香川県大手前高等学校教職員研修 いじめ問題等の学校危機管理

弘前大学いじめ防止研修会 いじめ防止対策の現状と課題

徳島県視覚支援学校生徒対象講演会 仲間関係の難しさと大切さ（いじめ問題他）

静岡大学附属浜松中学校 PTA いじめ研修 いじめ問題対応の 5 箇条をつくろう

いじめ防止支援プロジェクト福岡研修会 いじめ防止対策の要点
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　表 3 には，過去 3 年間の学校・教育委員会等に対する研修・講演別，支援対象，回数をまとめた。

表３　学校・教育委員会等に対する年度別支援

３.　相談への対応による学校支援

　「相談への対応による学校支援」については，いじめ・不登校・学級崩壊などの生徒指導上の問題
や児童生徒や保護者との関係づくりの難しさに直面し，困惑されている先生方の電話やメールでの相
談，直接生徒指導支援センターのオフィスに設置した「生徒指導相談室」への来室相談に対応した。
　学校から問題事象に関するケース会議等の依頼に対しては，生徒指導支援センターのスタッフが研
修や助言または講演を行った。
　また，昨年度に引き続き，先生方が学校現場にいながら，映像機器を通して生徒指導支援センター
のスタッフとダイレクトに相談できるサテライトを利用した教育相談を実施することで，支援の迅速
化及び利便性の向上を図った。
　表 4 には，過去 3 年間の相談への対応による学校支援をまとめた。

表４　相談への対応による学校支援

４.　諸資料の提供による学校支援

　平成 27 年度には，児童・生徒に馴染みやすい漫画を題材にしたいじめ防止教材「『いじめの解決方
法』を見つけ出すワーク」（後掲 172 頁）を開発した。使用した漫画は，小・中学校におけるいじめ
を題材にした五十嵐かおるさんの作品「いじめ～一人ぼっちの戦い～」（2007 年・小学館）に収めら
れた短編「明日に吹く風」である。五十嵐さんのいじめシリーズは，多くの子どもたちに共感をもっ
て読まれており，児童・生徒がいじめをどのように経験し，どのように感じているかを考えるための
格好の教材である。漫画の使用，公開，ダウンロードによる活用に関しては，小学館の許諾をいただ
き，センターのホームページで広く提供を行った。

対象 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

研修

教職員 57 回 34 回 34 回

保護者 0 回 4 回 4 回

児童・生徒 2 回 2 回 2 回

講演

教職員 3 回 4 回 4 回

保護者 2 回 5 回 3 回

児童・生徒 2 回 1 回 4 回

計 66 回 50 回 51 回

内容 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

保護者対応 0 件 3 件 0 件

学級作り 0 件 0 件 2 件

ケース会議 6 件 7 件 6 件

計 6 件 10 件 8 件
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　平成 28 年度には，「生徒指導に係る教師力の高度化に向けて，カリキュラム開発があり，その試み
として，資料集「生徒指導の理論と実践」を作成（資料集作成担当：阿形恒秀・池田誠喜）し，全国
の教育委員会，教育センター，教員養成系大学・学部等に配布した。
　平成 29 年度は，平成 28 年度に続いて資料集「教育相談の理論と実践」を作成した（資料集作成担
当：葛西真記子・小坂浩嗣・粟飯原良造・末内佳代・小倉正義・吉井健治・阿形恒秀）。この資料集は，
平成 28 年度に発刊した資料集「生徒指導の理論と実践」に続く第 2 集であり，全国の教育委員会，
教育センター，教員養成系大学・学部等に広く配布する予定である。今後は，これらの資料集を活用
した大学院の授業を展開し，その効果を検証するとともに，新たにいじめ問題に関する資料集の作成
に取り組み，「大学院における生徒指導に関するモデルカリキュラム開発」につなげていきたいと考
えている。そして，さらに多方面の生徒指導上の問題に取り組める教師力の養成・訓練に役立つ資料
集を作成予定である。
　表 5 に，昨年度作成した第 1 集「生徒指導の理論と実践」と，今年度作成した第 2 集「教育相談の
理論と実践」の内容と執筆者をまとめた。

表５　教材・資料集の内容

内　　　容 執筆者

第 1 集
生徒指導の
理論と実践

巻頭言 葛西

第 1 部

大学院における生徒指導に係る授業プログラム

① オリエンテーション 阿形

② 教育臨床の考え方と生徒指導 阿形

③ 規律指導と教育相談 阿形

④ 生徒指導における教師―生徒関係 阿形

⑤ 子どもの内面への教師としての関与 阿形

⑥ 生徒指導実践に役立つ理論と実際 池田

⑦ 生徒指導実践トレーニング１ 池田

⑧ 生徒指導実践トレーニング２ 池田

第 2 部  生徒指導支援センター 2015 年度所長だより 阿形

第 2 集
教育相談の
理論と実践

巻頭言 葛西

第 1 章 教育相談を考える 小坂

第 2 章 教育相談の技法と実践 粟飯原・末内

第 3 章 教育相談の体験　－臨床心理士の視点から－ 小倉

第 4 章 不登校 吉井

第 5 章 不登校と「登校刺激」 阿形

第 6 章 関係機関との連携 阿形
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福岡教育大学いじめ根絶を目指すアクションプログラムの取組について

１. 取組概要

　福岡教育大学では，平成 26 年度より，「いじめ根絶を目指すアクションプログラム」を策定し，い
じめ予防に資する一連の取組を行っている。
　このアクションプログラムでは，大学が有するリソース，宗像・福岡・小倉・久留米の各地区に置
かれた附属学校を活用し，福岡県教育委員会及び福岡県市町村教育委員会連絡協議会と締結した連携
を生かすとともに，他の 3 教育大学との連携を通して，いじめ根絶を目指すものである。
　本学の主な取組を四点挙げると，
　一点目は，いじめ防止等の委員会への委員派遣（6 名派遣 : のべ 11 件）や重大事案について調査す
る第三者調査委員会への委員推薦（3 件）である。【取組 1】
　二点目は，現行の教科で扱う，いじめ予防に資する一連の授業案（いじめ防止を意図した各教科等
指導案）を開発して，県内五つの小学校に協力してもらい，当該プログラムの有効性の検証を試行し，
改善を加え，公立学校で使える授業の在り方を提案である。【取組 2】
　三点目は，専用 HP で本学の取組の現状報告や，いじめ問題を真に解決しうる授業づくりについて
提案するなど，解決事例や成果を広く社会に発信する取組である。【取組 3】
　四点目は，いじめの重大事案に関する各種報告書を要約し，教員養成課程の学生の教育に活かす取
組である。【取組 4】
　このような本学の取組と 3 大学の取組が，いじめ問題の改善のための有効的な手段になることを目
指し，今後とも教育大学の使命として一層の努力を行って参りたい。

２. 実施体制

　平成 29 年度は，以下のメンバーで実施した。

氏　名 職　名 専門等

川添　弘人 理事・副学長 事業責任者，地方教育行政

大坪　靖直 教育総合研究所副所長
教育科学専攻学校心理コース・教授

（教育）教育社会心理学
（研究）社会心理学

西山　久子 教職実践講座・教授 学校教育学，スクールカウンセリング

小泉　令三 教職実践講座・教授 学校心理学，生徒指導

村田　育也 教職実践講座・教授 教育工学，情報教育

金子　辰美 教職実践講座・特任教授 生徒指導，コーチング

平井　源樹 附属福岡小学校教頭 体育科教育

二串　英一 附属福岡小学校研究部長 算数科教育

齋藤　　淳 附属福岡小学校教務主任
・研究副課長 社会科教育，総合的な学習の時間

− 44 −



いじめ根絶を目指すアクションプログラム（抜粋）

取組１：大学と附属学校，県内の各教育委員会が連携した取組

　　●　大学が中心となって公立学校でのいじめ防止対策等の良い事例，先進事例を収集し，附属学
校での実践等に生かすとともに，今後の活用方策を研究する。

　　●　大学は，現職教員に対する研修プログラムを開発し，研修を実施するとともに，卒業生（教
員就職者）に対する応援・指導体制を確立する。

取組２：附属学校における予防教育，よさと可能性の発見の取組
　　●　現行の教科・領域等では十分に取り扱えていないいじめ予防に資する一連の具体的プログラ

ムを 30 程度開発（既存のものの改訂含む）して，試行し，改善を加え，公立学校で使えるプ
ログラムとする。

　　　　なお，実施に当たっては，附属福岡が中心となり，附属小倉・久留米は協力及び試行する。
取組３：解決事例や成果を大学のホームページで社会に発信する取組

　　●　よい取組や首尾よく解決した事例，実践研究の成果の公表について，個人情報保護の観点か
ら十分に吟味し，より一般化された形で大学のホームページにより公表する。これにより，い
じめの抑止力になることが期待される。（準備中）

　　●　大学からの一方的な発信とならないように，それらに対するパブリックコメントを募り，そ
れらも合わせて掲載することにより，いじめ根絶の世論形成につなげていく。（準備中）

取組４：教員になる若い世代や保護者への教育や啓発の取組

　　●　本取組の成果を踏まえて教職科目の中に組み入れ，教員養成における現代的課題への対応力
を向上させる。

　　●　公立学校保護者会における講演や出前講座などにより啓発活動を行う。
取組５：他の教育大学との連携した取組

　　●　本学のみならず，他の教育大学（鳴門教育大学，宮城教育大学，上越教育大学）と連携して，
各地域の実情等を考慮した取組や成果について，情報共有を図るとともに，相互に成果を活用
することなどを通して，共同していじめをなくす日本の教育の実現に資する研究を展開する。

３. 研修事業

　連携 4 大学では，いじめ防止に向けて，教員や学校の生徒指導力向上のための各種支援事業，教育
研究事業，研修事業等を実施している。中でも，研修事業と情報発信については各大学が行う共通の
事業として位置づけられており，研修事業では，研修会として全国 4 カ所で各大学の特色を活かした
取組の発表等を実施し，多くの教育関係者の参加を得た。
　福岡教育大学では，平成 27 年度から平成 29 年度に次の研修事業等を実施した。
①平成２７年度第２回福岡県指導主事等研修会とのタイアップ事業

日　時 : 平成 27 年 9 月 7 日（月）13 時～ 14 時
場　所 : 福岡県教育センター

　平成 27 年 9 月 7 日（月）13 時より福岡県教育センターで実施された，平成 27 年度第 2 回福岡県
指導主事等研修会とタイアップし，BP プロジェクト及び福岡教育大学いじめ根絶をめざすアクショ
ンプログラムの説明を行いました。
　当日は，福岡教育大学大坪靖直副学長から「BP プロジェクト及び福岡教育大学の取組」について
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の説明と，鳴門教育大学特任教授の森田洋司先生から「いじめ防止の現状と課題」についての講演を
行い，福岡県内の指導主事等約 300 名の先生方が熱心に聞いていました。
　福岡教育大学では，当該研修会と年明けに実施予定のアクションプログラム成果報告会を BP プロ
ジェクト研修会と位置づけ，いじめ根絶に向けた取組の成果を積極的に発信して参ります。
 《本学 HP 掲載記事より抜粋》
②平成２７年度福岡教育大学いじめ防止研修会

　平成 28 年 2 月 28 日（日），福岡教育大学において，平成 27 年度福岡教育大学いじめ防止研修会を
開催しました。（参加者数：81 名）
　本研修会では，大坪靖直副学長より，「いじめ根絶を目指すアクションプログラム」における取組
状況について，附属福岡小学校の平井源樹教諭より，現行の教科で扱ういじめ予防に資する一連の授
業案（いじめ防止につながる授業づくり）について報告がありました。

　引き続き，当該授業案の有効性の検証，改善を加え，公立学校で使えるプログラムの試行に協力い
ただいた福岡市立西高宮小学校の宇都宮純一教諭，宗像市立自由が丘小学校の青野慎一教頭，行政の
立場から福岡県教育委員会高校教育課の青木圭子主任指導主事，義務教育課の奥浩幸主任指導主事を
交え，「いじめ防止を意図した各教科等の授業づくりについて」ディスカッションが行われました。
フロアからも，「大変興味深い取組だ」，「ブラッシュアップし使えるものにしてほしい，期待している」
等の意見があり，いじめ問題を真に解決しうる授業づくりについての提案ができ，大変有意義な研修
会となりました。
　本学としては，本日いただいた意見や試行した学校からの報告を反映し開発した教材は，BP プロ
ジェクトの成果として広く情報発信して参ります。 《本学 HP 掲載記事より抜粋》
③２０１６年度教職大学院フォローアップ研修会

　平成 28 年 7 月 30 日（土）に，福岡市内のホテルにおいて 2016 年度教職大学院フォローアップ研
修会を開催した。
　本研修会では，本学教職大学院生，修了者及び教員など 104 名の参加により，教職大学院修了者等
のフォローアップとして，教職大学院村田育也教授より「ネットいじめにどう向き合うか ?」と題し，
多様で複雑なネットいじめについての講演を行った。
④第１１回宗像地区教育関係者合同研修会

　平成 28 年 8 月 10 日（水）に，本学アカデミックホールにて「第 11 回宗像地区教育関係者合同研
修会」を開催しました。

　「福岡教育大学と宗像地区の学校との連携について」を全体テーマとし，猛暑の中，宗像市・福津
市教育委員会および学校関係者，本学関係者を合わせて約 190 名の参加があった。
　開会行事では，櫻井学長から「宗像地区の教育振興を図るという本研修会の目的に立ち返り，これ
までの成果を踏まえ，望ましい連携の在り方やそのための課題を考えていきたい」との挨拶があった。
　第一部では，「いじめ・不登校の未然防止への取組について」と題して，福津市における Q － U（楽
しい学校生活を送るためのアンケート）等を活用した取組状況，そして教員養成 4 大学（宮城教育大
学，上越教育大学，鳴門教育大学，福岡教育大学）が協働で実施している「BP（いじめ防止）プロジェ
クト」より，附属福岡小学校での「いじめ」防止につながる授業づくりについて，実践発表があった。
　第二部では，新たな試みとして，「大学研究シーズと学校のニーズのマッチング・ワークショップ」
と題してのポスターセッションを行った。
　福岡教育大学 BP（いじめ防止）プロジェクト，体験実習・教育実習，CS（コミュニティスクール）
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支援，防災教育，そして Q － U の 5 種類のポスターを会場内に設置し，出席者は自身の興味があるブー
スを訪ね，担当教員の説明を受けての質疑応答が交わされる様子が，会場内で多く見受けられた。
 《本学 HP 掲載記事より抜粋》
⑤平成２８年度福岡教育大学いじめ防止研修会

　平成 29 年 3 月 4 日（土），福岡教育大学において平成 28 年度福岡教育大学いじめ防止研修会を開
催した。（参加者数：100 名）
　本研修会では，大坪靖直教授より，「いじめ根絶を目指すアクションプログラム」における取組状
況について，附属福岡小学校の平井源樹教諭，二串英一教諭，藤岡太郎教諭より，現行の教科で扱う
いじめ予防に資する一連の授業案（「いじめ」防止につながる授業づくり（全体，体育，算数，社会））
について事業報告があった。
　質疑応答では，フロアからも，「独自の観点による大変興味深い取組だ」，「いじめ防止と学びを共
有した実践的な教材である」等の意見があった。
　講評では，教育行政の立場より，福岡県教育庁教育振興部義務教育課の金子尚文主幹指導主事から
いじめ防止の推進と題し，福岡県及び全国のいじめ問題の状況，いじめ問題への対応についての報告
及び附属福岡小学校での実践についての意見をいただいた。
　附属福岡小学校での実践については，全教科で特色のある取組を行っていることに高い評価をいた
だき，また，事業報告のあったそれぞれ教科についての課題を指摘していただいた。
　最後にいじめ問題への対応については，いじめ未然防止の推進として児童生徒の自己指導能力を育
成する及びいじめの早期発見・早期対応が求められるとの指摘をいただいた。
　本学の取組の現状報告を行うことにより，いじめ問題を真に解決しうる授業づくりについての提案
ができ，大変有意義な研修会となりました。
　本学としては，本日いただいた意見や開発した教材は，BP プロジェクトの成果として広く情報発
信して参ります。 《本学 HP 掲載記事より抜粋》
⑥平成２９年度福岡教育大学いじめ防止研修会

　平成 30 年 3 月 3 日（土），福岡教育大学アカデミックホールにおいて平成 29 年度福岡教育大学い
じめ防止研修会を開催しました。（参加者数：138 名）
　本研修会では，大坪靖直教授より，「いじめ根絶を目指すアクションプログラム」における取組状
況について，附属福岡小学校の齋藤淳教諭より，現行の教科で扱ういじめ予防に資する一連の授業案，
「いじめを生まない授業づくり」について事業報告を行いました。
　大坪教授と附属福岡小学校の平井教頭，二串教諭，齋藤教諭のディスカッションでは，「いじめを
生まない授業づくり　～このような授業を行うと，なぜいじめ防止に寄与できるのか～」について議
論がなされました。
　実践研究発表では，本学教職大学院生徒指導・教育相談リーダーコース 2 年（北九州市立菅生中学
校教諭）の木村敏久教諭より，「中学校におけるいじめ防止のための心理教育プログラム実践　～い
じめを深刻化させないための取組～」について実践研究発表を行いました。
　最後に，鳴門教育大学いじめ防止支援機構長の阿形恒秀教授より，「いじめ防止対策の要点　～い
じめ認知の難しさと大切さ～」について講演を行いました。
　この研修会で本学の取組の現状報告を行うとともに，いじめを生まない授業づくり等についての提
案ができ，大変有意義な研修会となりました。
　本日いただいた意見を参考にして，今後も BP プロジェクトを継続して参ります。

 《本学 HP 掲載記事より抜粋》
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平成28年度ＢＰプロジェクト事業成果報告
教職大学院における学校適応援助を専門とする授業におけるＰＢ事業資料の活用

 福岡教育大学教職実践講座

 教授 西　山　久　子

　本事業は，教職大学院　生徒指導・教育相談リーダーコースの専門授業において，8 名の現職院生
を対象に実施された。同コースは，教職経験 10 年以上の現職教員及び社会人を対象に，学校適応援
助の推進に向け，生徒指導・教育相談・特別支援教育等を網羅し，授業・学校実習・課題演習を通し
て，援助体制や専門的力量の向上を図っている。本コースの専門科目の授業において，本事業で集約
された学校危機に関するケーススタディを実施した。
１. 授業の概要

　授業題目：教育的ニーズの把握と評価
　取得単位：2 単位
　開講期：修士 1 年目後期（第Ⅱ期）
　授業形態：講義・演習・討議
　実施日：2017 年 1 月 24 日（火）
　授業計画：第 15 回「自校の適応援助体制案の概観と学校危機予防に向けた体制作り」

２. 当該講義の概要

　履修する現職院生は，コースツリーにおいて，学級担任等として学校適応援助を個別に行う力量を
付けた後の段階にある。彼らに対して，いじめ等が背景にある実際の自死事案の調査委員会報告書を
教材として，小・中各 4 名のグループで対応について協議を行った。
ケース１（小学校）「女子間での悪口等が背景にある小学校高学年女児のケース」

　●　当該女児は女子集団による悪口の事実を知り，本音が言えず苦しい状態であった
　●　子どもが多くのサインを出しているが，キャッチできていない
　●　当該児童に対し直接的に関わること以外に，学級で疎外感を感じる場面が多くあった
　●　初期対応・合理的配慮，本人の課題の背景に特別支援がある
　●　大人の都合のよい「諍いにおける謝罪」による解決の落とし穴

ケース２（中学校）「学級および部活動でいじめが懸念された中学校男子のケース」

　●　部活のトラブルへの介入は困難だが，退部した生徒には時間を取り教育相談が必要
　●　特別な教育的ニーズのため，仲間の関係性の把握が困難な子どもの存在を認識すべき
　●　学年会等の定例の会議で話し合えていない。異なる視点で発言できる者が加わるべき
　●　教育的ニーズ対応で，一般教員のすべきこと，相談係等がすべきことの階層化は必須
　●　教科担任の授業でのトラブルの対処が，根本的問題解決になっていない

３. 演習のまとめ

　各院生がグループで整理するなかで，個別の視点と組織的視点とを整理し，今後に向けて①課題を
早期に把握できるすべての教員への研修等でのかかわり方の周知〔介入〕，②いじめを受ける当事者

講義概要：教育的ニーズの把握と評価

〈目標〉各人の個性や才能を発見 ･ 認識させ，将
来の職業選択なども見据えつつ，これらを個のニー
ズに応じて伸長させる。そのニーズの的確な把握
と評価を行うことができ，学校内の取組をシステ
ム化できる力量を得る。
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になった場合にも児童生徒が困難を発信できる教師との関係づくりと，機会活用型の教師による指導
〔早期発見〕，③クラスメートの困惑や辛さを察知できる援助力・被援助力の学習の位置づけ〔予防〕
の 3 点に，演習での学びを集約した。
　授業担当としては，カリキュラム上の余裕のなさから，配分時間が 45 分と少なく，実際の自死の
対応について，クライシスマネジメントとリスクマネジメントとの両方に対し，丁寧な検討とそれに
基づく対処案の作成ができなかった点は，今後に向けた改善点である。
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福岡教育大学教職大学院生による実践研究発表

①平成２９年度第２回ＦＵＥ学校適応研究会

　平成 29 年 7 月 1 日（土），福岡教育大学教職大学院において，平成 29 年度第 2 回 FUE 学校適応
研究会を開催しました（参加者数：29 名）。
　本研究会は，子どもの学校適応を促進するための学校心理学にもとづくアプローチを教育実践の場
で推進する為に，自主研修により現職教員等が互いの専門的力量を高めることを目的としています。
その研修において，福岡教育大学教職大学院生徒指導・教育相談リーダーコース 2 年の木村敏久院生
（北九州市立菅生中学校教諭）による「中学校ブロックにおけるいじめ・不登校問題解消に向けた『北
九州子どもつながりプログラム』の効果的な実践～いじめ問題解消に向けた具体的な取組について
～」というテーマで報告と検討会を行いました。
　内容は，中学校ブロックにおける規範意識の土台となる社会的能力向上に向けた実践の報告を行い
ました。その後，中学校での授業の紹介と参加者による授業の体験をしてもらいました。加えて，小
学校から中学校の 9 年間を見通した学習内容にするため，小学校におけるいじめ問題解消に向けて作
成した学習内容を提案し，その内容（授業の展開や発達段階など）について参加者と検討しました。
　参加者からは，「小学校段階からのいじめについての実践はとても大切なものになる」「具体的な行
動をキーワードを活用してロールプレイすることで，どのように行動すればいいのか理解しやすく，
わかりやすい」といった意見をいただきました。一方で，学習内容に関して「生徒の実態に応じたい
じめの設定の難しさ」「現代ならではの，パソコンやスマートフォンといった発見しにくいいじめ場
面における内容が必要」「実際にいじめが起きたときに，本当に行動を起こすことができるのだろう
か」といった現場におられる小中学校の先生方との意見交流ができ，学習内容の見直しを進めていく
上でも大変有意義な研修会となりました。
　研修会後の 2 学期に小学校中学年（4 年）・小学校高学年（6 年）・中学校（2 年）において実施し，
その効果を検証していくことになりました。

②日本学校心理学会　第１９回つくば大会

　平成 29 年 9 月 16 日（土）に，筑波大学での，日本学校心理学会第 19 回つくば大会において，福
岡教育大学教職大学院生徒指導・教育相談リーダーコース 2 年の木村敏久院生（北九州市立菅生中学
校教諭）による「中学生がいじめ事態で被害者・加害者へ介入する力を獲得する学習の効果」という
テーマでポスター発表を行いました。
　内容は，中学 2 年生の具体的ないじめ事態において加害者や被害者へ介入することができるように，
具体的ないじめの場面を設定し，アサーションの要素を取り入れたロールプレイ学習によるいじめ問
題解消に向けた効果の検討を目的に行ったものです。その結果，いじめを解決しようと思うようになっ
たり，いじめ加害傾向を低下させたりするようになりました。学会参加者より，「具体的な対応を学
習させるようなプログラムはあまり見られないので，興味深かった」「いじめはどこでも起こり得る
ことなので，子どもたちによる早期の対応への良い学習となる」と意見や感想をいただき，大変有意
義な発表となりました。
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③平成２９年度　児童生徒の社会的能力育成に関するコーディネーター的教員研修会

　平成 29 年 10 月 13 日（金），福岡教育大学教職大学院棟において，平成 29 年度児童生徒の社会的
能力育成に関するコーディネーター的教員研修会を開催致しました（参加者数：23 名）。
　本研修会は，児童生徒の社会的能力を計画的・組織的に育成することによって学校適応を促進し，
学力向上や問題行動の減少を図ろうとしている学校において，取組みの導入・推進の中心となるコー
ディネーター的教員が「社会性と情動の学習」（SEL － 8S）に取り組むの手順や計画立案等に関する
具体的方法を習得し，さらに向上させることを目的にしています。その中で，福岡教育大学教職大学
院生徒指導・教育相談リーダーコース 2 年の木村敏久院生（北九州市立菅生中学校教諭）による「小
中学校におけるいじめ問題解消に向けた学習内容の作成と授業実践について」というテーマで実践の
報告を行いました。
　内容は，いじめ問題に特化した学習内容を生徒に試行した効果に関するものと小中学校 9 年間を見
通して作成した学習内容の紹介でした。学習の効果については，いじめの解決方法を具体的に考える
ことはできましたが，実際にいじめ事態が発生したときにはどのように行動すれば良いのか分からな
いため，いじめ問題を解決することができないと思うようになってしまっていました。そこで，傍観
者にならないようにするために，加害者や被害者にどのような関わり合いをするのかをポイントを活
用したロールプレイを実施したところ，加害者を注意したり，被害者をなぐさめたりすることができ
ると思うようになりました。一方で，「いじめは絶対にだめだ」「いじめられる側に原因があってもい
じめてはいけない」と思うようになりましたが，一定時間を経過するとその思いは減少してしまい，
定着させることが難しいということが分かりました。その原因として，社会的能力の高さに着目した
ところ，社会的能力が低い生徒は高い生徒に比べて学習内容が定着しないということがわかりました。
いじめ問題解消に向けた学習だけではなく，基本となる社会的能力育成が必要であるということが明
らかになりました。

④平成２９年度北九州市立菅生中学校区人権教育研究推進協議会第２回合同研修会

　平成 29 年 11 月 29 日（水），北九州市立長尾小学校において，平成 29 年度菅生中学校区人権教育
研究推進協議会第 2 回合同研修会を開催しました。（参加者：102 名）
　本研修では，中学校区の教員が一堂に会し，長尾小学校における「北九州子どもつながりプログラ
ム」公開授業を行い，その後全職員による合同研修会で，よりよい実践に向けての理解を深め交流す
ることを目的にしています。
　合同研修会において，福岡教育大学教職大学院生徒指導・教育相談リーダーコース 2 年の木村敏久
院生（北九州市立菅生中学校教諭）による「菅生中学校区北九州子どもつながりプログラムの実践に
ついて」というテーマで，プログラムの進捗状況や各学校の実践の紹介について，いじめ問題解消の
土台となる社会的能力向上に向けた実践についての研修会を行いました。その中で，中学校における
いじめ問題解消に向けた具体的な授業内容やその効果について報告し，いじめ問題に特化した授業や
小学校段階からの指導の必要性について研修を行いました。
　参加者からは，「いじめ問題解消に特化した授業の必要性を感じた」「いじめの場面を具体的に設定
し，本当にいじめ事態に陥ったときに，正しい行動を取ることができるように，自分の行動を決め実
際にロールプレイを行うことの必要性を感じた」「授業をしても効果が減少してしまうことを考えて
も，社会的能力の育成を目的とした継続した授業や取組が必要であるということが分かった」といっ
たように，今回の取組や効果について好意的な意見が多く上がり，大変有意義な研修会となりました。
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［ 主催 ］

鳴門教育大学、上越教育大学、福岡教育大学 、岩手大学、岩手県教育委員会
［ 後援（予定）］文部科学省、国立教育政策研究所、公益社団法人日本PTA全国協議会、日本生徒指導学会、弘前大学、秋田大学、山形大学、福島大学、宮城県教育委員会、

青森県教育委員会、秋田県教育委員会、山形県教育委員会、福島県教育委員会、仙台市教育委員会　他

お申し込みは、FAX又はE-MAILに必要事項を記載していただき、送信願います。

お申し込み・お問い合わせ先

宮城教育大学 学長室（佐藤・畠山）
gakuchoshitsu@adm.miyakyo-u.ac.jp022-214-3675 022-214-3309TEL FAX E-MAIL

申込書
氏名 TEL

連絡先
E-MAIL所属・職名

いじめ防止研修会

宮城教育大学

平成28年12月2日（金）

13：00

13：05

13：20

14：20

15：30

16：00

13：05

13：20

14：20

15：30

16：00

開会挨拶 宮城教育大学長　見上 一幸

BPプロジェクト趣旨説明 鳴門教育大学理事・副学長　佐古 秀一

基調講演
「いじめの問題に関する取組と現状」
 文部科学省初等中等教育局児童生徒課長　坪田 知広

講演
「事例に基づくいじめの様態と学校対応の分析」
 上越教育大学准教授　高橋 知己

いじめ防止の取り組みについての実践事例報告
 八幡平市立大更小学校教諭　小村 正人
 遠野市立遠野西中学校教諭　黒渕 大介

閉会挨拶 岩手大学教育学部長　遠藤 孝夫

宮城教育大学

鳴門教育大学理事・副学

開場・受付 12：30

13：00

13：05

挨拶開会挨

ロジェクト趣旨説明BPプロジェクト趣旨説明

PROGRAM

会場

●教育関係者 ●現職教員
●連携大学関係者 ●大学生等

対　象

日時

入場
無料

平成2平成28年8年 月月

P

会

日時

アイーナ7F小田島組☆ほ～る
受付 12：30開場・受PROGRARAM 受付開場 受PROGRARAM

会場 島小田島
（いわて県民情報交流センター）
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ＢＰプロジェクトいじめ防止研修会

１．ＢＰプロジェクトいじめ防止研修会　次第

２. いじめ防止研修会　概要

　平成 29 年 12 月 2 日（土）にいじめ問題改善のために専門的な知見を活かして広く社会と連携し，
現職の教員等を対象にこれまでより一歩進んだ支援を行うことを目的として，「いじめ防止研修会」
を BP プロジェクト参加各大学の他弘前大学及び青森県教育委員会との共催により岩手県弘前市にお
いて開催した。宮城教育大学，上越教育大学，鳴門教育大学，福岡教育大学の 4 大学による「BP プ
ロジェクト（いじめ防止支援プロジェクト）」の一環であるとともに，東北地区の教員養成を担う国
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立大学の連携組織「東北教職高度化プラットフォーム」の事業の一つとして，一昨年の宮城県仙台市，
昨年の岩手県盛岡市での開催に続いて開催したものである。
　この研修会は，毎年東北地方を対象エリアとして開催しているもので，当日は宮城教育大学の熊野
充利連携担当理事・副学長の主催者挨拶，鳴門教育大学池田誠喜准教授の趣旨説明の後，文部科学省
初等中等教育局児童生徒課の坪田知広課長による基調講演「いじめの問題に関する取組と現状」，鳴
門教育大学の阿形恒秀教授（いじめ防止支援機構長）による講演「いじめ防止対策の現状と課題～学
校現場の指導のむずかしさと大切さ～」がそれぞれ行われ，さらに，弘前大学教職大学院ミドルリー
ダー養成コースに所属している青森県田舎館村立田舎館中学校の坂本寛実教諭によるいじめ防止につ
ながる取り組みについての実践事例報告が行われた。参加者は，坪田課長の講演に真剣な眼差しで聞
き入り，阿形教授の講演では深くうなずく姿も見受けられ，坂本教諭の発表には大きな拍手が送られ
た。
　当日は，東北地区の全県から教育委員会・学校関係者，学生など，約 200 名の参加者が集まり，大
盛況の研修会となった。参加者アンケートには「校内に広げたいことや共有したいことがたくさんあっ
た。」「学生の参加が多く嬉しい。将来一緒に働くのが楽しみ。」「次回もぜひ参加したい。」などの声
が寄せられた。

＜講演・事例発表概要＞

講　　演　「いじめ問題に関する取組と現状」

文部科学省初等中等教育局 児童生徒課長

坪　田　知　広

　いじめ対策のこれまでの経緯を振り返りから始まり，「いじめ防止対策推進法」の意義を強調した
上で，「重大事態」への対応，認知件数の推移について分かりやすく説明いただいたほか，近年取り
入れられている SNS の利用による相談窓口の設置をはじめとした多くの先進的事例や誤った対応事
例についてもご紹介いただいた。
　また，学校現場への期待も込め，学校における実態調査の形骸化などを指摘する一幕も見られた。
講演からは「被害にあっている子ども達を絶対に守る」という強い気持ちが感じられ，通常の行政説
明とは一線を画す印象深い内容だった。

講　　演　「いじめ防止対策の現状と課題　～学校現場の指導のむずかしさと大切さ～」

鳴門教育大学 教授（いじめ防止支援機構長）

阿　形　恒　秀

　自身が鳴門教育大学いじめ防止支援機構で中心となり取り組んでいる「学校現場で役立つ　いじめ
防止対策の要点」をもとに，「いじめ認知」，「いじめアンケート」，「いじめに関する組織的対応」，「い
じめ発生時の対応」，「いじめ解消の見極め」のそれぞれについて，現場での実例や研究成果に基づき
説明がされた。現職の前の学校現場での経験を活かし，時に参加者を巻き込みながら分かりやすく有
益な講演をいただいた。
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事例報告　いじめ防止の取組についての実践事例報告

青森県田舎館村立田舎館中学校　　　　　　　　　

（弘前大学教職大学院ミドルリーダー養成コース）

坂　本　寛　実

　教職大学院での学びの成果，所属校における取組をもとに事例報告。生徒指導部の提案により全教
職員が生徒のよい言動を付箋に書き，昼の放送で発表をする「館中いいね !」といわれる取組が次第
に生徒に波及し，学校全体でお互いに認め合う環境，良い点を真似し合うようになったとの報告がさ
れた。研修会には多くの学校教員も参加しており，熱心にメモを取る様子が見られ，有効な発表となっ
た。

＜参加者感想（アンケートより抜粋）＞

　●　坪田氏の話から法律と社会通念の「いじめ」が違うのだということがわかった。このことがよ
く理解されず迷いや混乱が生じている気がしているので周知をさらに進めることが必要と感じ
た。（青森県内現職教員・小）

　●　貴重な研修会でした。校内に広げたいことや共有したいことがたくさんありました。また機会
があれば参加したいです。（青森県内現職教員・小）

　●　いじめの人間関係に希望をもってふみこむ姿勢が大事である，という阿形先生のお話にとても
感動しました。（秋田県内現職教員・支）

　●　いじめの現状や，どのような対策が行われているかを知ることができたので良かった。
教員になった際には役立てたい。（大学の学部生）

　●　いじめについての現状や防止策についてあまり詳しく聞いたことがなかったので，今回の研修
会でいじめに向き合うきっかけとなりました。（大学の学部生）

＜当日の様子＞

会場の様子

坂本教諭事例報告の様子

坪田課長講演の様子

阿形教授講演の様子

− 62 −



イトーヨーカドー

弘前市立
病院

大成小学校

中央通り

まちなか
情報センター

弘前
郵便局

小学校

桔梗野
小学校

弘前高校

JR弘前駅
弘南弘前駅

弘前バスターミナル

中央弘前駅

弘高下駅

独立行政法人国立
病院機構弘前病院

文京荘
東北自動

車道黒石
IC▶

冨野町地区

本町地区

文京町地区

国際交流会館

127

260
109

17

31

3

26

JR陸
羽
本
線

弘前
東高前駅

弘前大学創立５０周年
記念会館（みちのくホール）

北

［ 共催 ］［ 主催 ］ 鳴門教育大学、上越教育大学、福岡教育大学 、弘前大学、青森県教育委員会
［ 後援 ］文部科学省、国立教育政策研究所、公益社団法人日本PTA全国協議会、日本生徒指導学会、秋田大学、岩手大学、山形大学、福島大学

宮城県教育委員会、秋田県教育委員会、岩手県教育委員会、山形県教育委員会、福島県教育委員会、仙台市教育委員会

お申し込みは、FAXまたはE-MAILに以下の必要事項を記載のうえ、１１月２２日（水）までにご連絡ください。

お申し込み・お問い合わせ先

宮城教育大学 学長室 022-214-3675TEL 022-214-3309FAX

gakuchoshitsu@adm.miyakyo-u.ac.jpE-MAIL

申込書
氏名 TEL

連絡先
E-MAIL所属・職名

宮城教育大学

開場・受付 12：30PROGRAM
13：00

P
開会挨拶 熊野 充利宮城教育大学連携担当理事・副学長

［

16：00

教育大学［ 主催 ］宮城教

16：00 閉会挨拶

学、上越教育大学、福岡教

伊藤 成治弘前大学教育担当理事・副学長

13：05

拶13：00 開会挨拶

趣旨説明

熊野 充利学長事・副学

池田 誠喜鳴門教育大学准教授

13：20

明明 池田鳴門教育大学学准教授1313：0505 趣旨説明趣旨説明

13 20 基調講演  「いじめ問題に関する取組と現状」
桔梗野野桔
小学校小
桔梗野梗野桔

田 誠喜池田学准教授

現状」
坪田 知広文部科学省初等中等教育局児童生徒課長

13 20 基調講演

14：20

13：20

14：2 講演

め問題に関する取組と現いじめ 現状」
知田 知坪坪田部科学省初等中等教育局児童生文部 生徒課長

演  「い20 基調講演

20 講演「いじめ防止対策の現状と課題
～学校現場の指導のむずかしさと大切さ～」

小学校小

国

大切さ 」
阿形 恒秀鳴門教育大学教授（いじめ防止支援機構長）

16 00 閉会挨拶

15：20

拶

現場の指導のむずかしさと大～学校現 大切さ～」
阿形 恒鳴門教育大学教授（いじめ防止支援援機構長）

16 00 閉会挨拶

～

15：220 いじめ防止の取り組みについての実践事例報告

伊藤 成治事・副学長 伊藤 成

例報告

坂本 寛実
青森県田舎館村立田舎館中学校教諭

（弘前大学教職大学院ミドルリーダー養成コース）

※当日は会場駐車場をご利用いただけます。係員の指示に従い、指定の場所に駐車してください。

会場日時

入場
無料
入
無いじめ防止研修会いじめ防止研修会

受付 12：30開場・受RAAMPROGR
育大学連携担当理事宮城教育拶3：00 開会挨拶 熊野 充利学長事 副学

日時日時 平成29年12月2日(　)平成29年12月2日(　)
央通り
中央通り
中央通

小学校小小学校

JR弘前駅

31

26

場

無料

場

無

北北北北

会会
弘前大学創立５０周年
記念会館 (みちのくホール )
弘前大学創立５０周年
記念会館 (みちのくホール )土

〒036-8224  青森県弘前市文京町1番地弘前大学文京町地区内

− 63 −



   

15%

31%

8%
15%

31%

39%

33%

10%

5%
13%

29 12 2 13 00 16 00
50

22%

7%

13%

17%

35%

6%
1-2

1-31-1

− 64 −



   

72%

23%

2%

2% 1%

2-1 83%

14%
3%

2-2

59%23%

4%

4%

10%

2-3
71%

19%

2%

8%

2-4

− 65 −



2

4

1

3

/

/

5
28

− 66 −



6
28

8

3

28
7

9
28

11

25 26 27

3
25 26 27

− 67 −



12

14

16

28 11

15

9

WEB

17

− 68 −



18

20

22

19

21

23

− 69 −



24

26

28

25

27

29

− 70 −



29 4 11

28

27

11,828

25 10 11 29 3 14

30

32

2 10

25 2 26

25 10 11 29 3 14

34

28 4

24

19

28

H30:27,500 H30:8,000

33

29 10
TV
NHK

1 1 8

24 SOS

SOS

35

− 71 −



准教授 山田　智之

教　授 安 藤　知 子

教 授 稲垣　応顕

准教授 高橋　知己

共 催 宮城教育大学  鳴門教育大学  福岡教育大学 新潟県教育委員会
主 催 上越教育大学

後 援 国立教育政策研究所  日本生徒指導学会  新潟市教育委員会 上越市教育委員会  妙高市教育委員会  糸魚川市教育委員会
新潟県小学校長会  新潟県中学校長会  日本教育新聞社 新潟日報社  北日本新聞社  信濃毎日新聞社  上越タイムス社
協同出版  日本学校心理士会新潟支部  上越教育経営研究会 新潟県教育カウンセラー協会  富山県教育カウンセラー協会

開　　会

研究発表

上越教育大学大学院　学校教育研究科

上越教育大学大学院　学校教育研究科

● 「キャリア教育とシチズンシップ教育でいじめを予防する」

上越教育大学大学院　学校教育研究科
● 「いじめ防止に活用する指導行動の理論と実際」

● 「事例に基づくいじめの様態と学校対応の分析」
上越教育大学大学院　学校教育研究科

● 事業説明
● あいさつ

【司　　会】

● あいさつ

指定討論

学 長 佐 藤  芳 德上越教育大学
上越教育大学

鳴門教育大学 理事・副学長（兼）いじめ防止支援機構長

副学長 林　　泰 成

副 参 事 井 上　正 裕
新潟県教育委員会義務教育課

国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター
総括研究官 藤 平 　　敦

山 下  一 夫

フロアとの質疑応答

閉　　会

・・・・・・・・・・・１５分 [１３：３０～１３：４５]

・・・・・・・・・・・６０分 [13：４５～１４：４５]

・・・・・・・・・・・４０分 [1４：５５～１５：３５]

２０分 [1５：３５～１５：５５]

・・・・・・・・・・・  ５分[1５：5５～]

休 憩１０分

上越教育大学では、いじめ問題に関して特色
ある取組を行っている連携４大学（宮城教育
大学、上越教育大学、鳴門教育大学、福岡教育
大学）による協働参加型プロジェクト「いじめ
防止支援プロジェクト（BPプロジェクト）」事業
の一環として、いじめ問題への関心の喚起、啓
発を目的としてフォーラムを開催し、各専門領
域からなる研究成果を公開するとともに、討論
を行います。

－いじめ防止研究の最前線－

１３：３０～１６：００
（開場・受付１３：００～）

平 成
２７年１０月４日●日

上越教育大学 講３０１教室

幼・小・中・高等学校等の教職員、教育行政担当者、
大学学生及び大学等の関係者、市民一般

【対象】

【場所】

平成２７年度 上越教育大学

いじめ等予防対策支援
プロジェクト〈BPプロジェクト〉
フォーラム
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　いじめは「学校」「職場」「家庭」「社会・地域」など様々な場面で発生しています。これを態様別に整理すると、

大きく「直接的ないじめ」と「間接的ないじめ」に分類することができます。「直接的ないじめ」としては、「行為（暴

力的・性的・強要的）」「言語（言葉、インターネット）」によるものなどがあり、「間接的ないじめ」には、「仲間はずれ」

のような「人的」なものと「物かくし」のような「物的」なものがあります。

キャリア教育とシチズンシップ教育で
いじめを予防する

上越教育大学大学院 学校教育研究科  准教授　山田　智之

【引用文献】 経済産業省 (2006). シティズンシップ教育と経済社会での人々の活躍についての研究会報告書
 文部科学省 (2011). 中央教育審議会答申「今後の学校 におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」

　このようないじめ行為の根底に流れる原因の一つとして「差別意識」が考えられます。この「差別意識」を生

む要因には、「偏見」や「無知から派生する恐怖」、「人間が本来持つ社会的欲求」など様々なものが考えられます。

　差別意識を克服し、いじめのない社会を実現するためには、教師や保護者が監視、抑圧することでいじめを防

止するのではなく、子ども達が主体的に自らのコミュニティを運営する中で、いじめのない環境を築く力を育てる

ことが重要であることはいうまでもありません。そのためには、「どんな自分でありたいか？」というイメージを明

確にするキャリア教育と、「どんな社会をつくりたいか？」といったイメージをつくるシチズンシップ教育の充実が

極めて重要なものとなります。

　キャリア教育とは「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通じて、

キャリア発達を促す教育」がキャリア教育であり（文部科学省  2011）、シティズンシップ教育とは「市民一人ひ

とりが、社会の一員として、地域や社会での課題を見つけ、その解決やサービス提供に関する企画・検討、決定、

実施、評価の過程に関わることによって、急速に変革する社会の中でも、自分を守ると同時に他者との適切な関

係を築き、職に就いて豊かな生活を送り、個性を発揮し、自己実現を行い、さらによりよい社会づくりに関わるた

めに必要な能力を身につけること」を目的にした教育です（経済産業省  2006）。これらの融合を図り、効果的な

実践を進めることは、人の心の中に潜む差別意識を抑制し、いじめを予防することにつながると考えられます。（表１）

研究
発表

表１表
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【はじめに】
 本フォーラムを行う前提として、よく語られる以下の３つの意見に反論します。

１.「いじめはなくならない。いじめは昔からあったし、どのような社会にもあるからだ。」
　　…… 泥棒も殺人も、昔から・どのような社会にもある。それも“よし”とするのか？

２.「いじめは悪い。しかし、いじめられる人にも問題（悪いところ＝欠点）がある。」
　　…… 問題＝欠点があれば、いじめてもよいことを認めるのか？

３.「子どものけんかに親（大人）は、口を出さない方がよい。いじめも同じである。」
　　…… 口を出さなかった結果、子どもが命を捨てる程の状況を作り出したのではないか？

いじめ防止に活用する指導行動の
理論と実際

上越教育大学大学院 学校教育研究科  教授　稲垣 応顕

【早期発見・早期対応・予防のために】

いじめの対応には、予防・早期発見・早期対応が重要です。我々は、どうしたらいじめを発見できるのでしょうか。

私の研究室で作成したいじめ発見チェックリスト（表１）を紹介します。

また良好な人間関係はいじめ防止に有用です。教育臨床の視点から、具体論を提案していきます。

研究
発表

【いじめ防止に活用する指導行動の理論と実際】

いじめ問題において被害生徒のケアは大切です。しかし、被害生徒のケアを充実させてもいじめはなくなりません。

なぜならば、いじめを行う生徒がいるからです。有効ないじめ防止の指導方法は、いじめを行う生徒の心理的背

景により異なります。

【いじめを行う生徒の心理的背景】

ａ）愛情欲求攻撃説  ｂ）社会的学習理論

ｃ）社会的役割理論  ｄ）シブリング・ライバルリ

ｅ）私事化

表１

項目の詳細については、発表でご紹介します。
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事例に基づくいじめの様態と
学校対応の分析

上越教育大学大学院 学校教育研究科  准教授　高橋 知己

研究
発表

【研究目的】
学校現場で実際に生起しているいじめについて、事例をもとにしながら分析することが本研究の目的です。
【研究方法】
大学生・大学院生に自分の体験したいじめ事例の発生時期、内容等について記述による報告を求めました。結
果について、Excel、KHcorderを用いて統計的に分析を行いました。
【結果】
● 210事例（男子104例、女子106例）を収集しました。記述データを分析すると総抽出語は 20,458 語、830
文でした。

● 「汚い-触る-机」「子-クラス-女子-無視」など特徴的な抽出語のネットワークが見られました。（図１）
● 学年別のいじめの認知件数としては、小 5が最も多く、次に中 2、中 1の順でした。クラス替えや進学など環境
の変化があった時などに発生しやすいと考えられます。（表1）

● いじめの様態を5つに分類してみました。
 1. 言語的：暴言、手紙、陰口、からかい／ 2. 社会ネットワーク的：仲間はずれ、無視、××菌、 特定の子の机
などに触らない／ 3. 身体的：暴力、ものをぶつける／ 4. 強要的：金品の要求、個人のものをかくす・こわす
／5. 性的：ズボンを脱がす、スカートをおろす　　など。
 複合的ないじめも多いのですが、特に1、2に関するいじめが多くみられました。（表2）
● 学校の対応としては、
  担任のみが対応した・・・・・・・ 79事例
  対応+他の教員・・・・・・・・・・・・ 63事例
  不明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 64事例　でした。
● 対応後の変容について、
  改善した・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 71事例 
  変わらない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・104事例
  悪化した・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11事例　という結果でした。
【考察】
● いじめの契機となるような「無視」や「汚い」という言動
 や行為に留意しながら対応していくことがポイントです。
● 担任だけではなく、情報を共有しながらの、いわば学校と
 いうチームでの取り組みが求められていると言えそうです。

図 1

表 1 表 2

抽出後の
ネットワーク

TEL：025-521-3274
http://www.juen.ac.jp/project/bpjuen/

e-mail：gpsien@juen.ac.jp
【プロジェクト担当】上越教育大学 教育支援課学校連携チーム

クラス

女子

グループ

男子

先生

学校

悪口

自分

生徒
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登校

一緒

卒業

言う
思う

女の子

来る

暴言

変わる

行動

行く

続く

見る
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机
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年
中学

菌
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上越教育大学　　　学長

上越教育大学　　副学長

上越教育大学　教育支援課学校連携チーム

参加希加 望の方望の方は、裏は 面の申込書で書でお申し申し込みく込みくださいだ 。
TEL：025-521-3279 E-mail：gakkoren@juen.ac.jp

【問い合わせ】

（おおよその参加者数を把握するためのものです。当日の御参加もお待ちしております。）

上越教育大学 講301教室上越教育大学 講301教室
（分科会場　講201教室、講302教室）

上越教育大学
いじめ等予防対策支援プロジェクト

フォーラム2016

越教育大学では、いじめ問題に関して特色ある取
組を行っている連携４大学（宮城教育大学、上越

教育大学、鳴門教育大学、福岡教育大学）による協働参加
型プロジェクト「いじめ防止支援プロジェクト（BPプロジェ
クト）」事業の一環として、いじめ問題への関心の喚起、啓
発を目的として、フォーラムを開催し、学校現場の実践を架
橋します。

上

宮城教育大学  鳴門教育大学  福岡教育大学

主 催 

後 援 国立教育政策研究所  日本生徒指導学会  新潟県教育委員会
新潟市教育委員会　上越市教育委員会  妙高市教育委員会 
糸魚川市教育委員会　柏崎市教育委員会　日本教育新聞社
新潟日報社　北日本新聞社  信濃毎日新聞社  上越タイムス社
協同出版　日本学校心理士会新潟支部  上越教育経営研究会
新潟県教育カウンセラー協会  富山県教育カウンセラー協会

共 催
上越教育大学

平成

10 2月
平成

28年 日●
上越教育大学 講301教室

13:15~16:00（開場・受付 12:45~）

『いじめ予防への挑戦』
フォーラム2016

『いじめ予防への挑戦』
ー実践交流の拡大をめざしてーーーー実実実実実実実践践践践交交交交流流流流流流のののののの拡拡拡拡拡拡拡拡拡大大大大大大大大大大大大をををををををををめめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざざししししししししししししししてててててててててててててーーーー実践交流の拡大をめざしてー

教育関係者並びにいじめ問題に関心を
お持ちの一般の方

対象

日時

上上
（（
上場所

《司会・進行》　上越教育大学大学院　学校教育研究科　 教授　安藤 知子　

開 会

基調講演

分 科 会

閉 会

●あいさつ
●事業説明

「いじめの問題からみた子ども論
　ー子どもの思考と行動を中心にー」

○第 1分科会　会場：講 301教室
　「ネットいじめへの対応」

○第 2分科会　会場：講 302教室
　「特別支援教育の観点によるいじめや不適切な
　関わりに見られる課題と支援の実際」

○第 3分科会　会場：講 201教室
　「差別心に立ち向かう人権教育、同和教育」

各分科会場ごとに閉会行事となります。

上越教育大学大学院　学校教育研究科　　　教授　

清水 雅之
田邊 道行
石野 正彦

山田 智之
岡田 一幸
村中 智彦

佐藤 芳德

林　 泰成

司会／上越教育大学　学校教育実践研究センター　准教授
　　   上越市教育委員会　  指導主事
　　　上越教育大学　学校教育実践研究センター　　教授

司会／上越教育大学大学院　学校教育研究科　　准教授
　　  上越市立八千浦小学校　  　　教諭
　　  上越教育大学大学院　学校教育研究科　　准教授

司会／上越教育大学大学院　学校教育研究科　　　教授
　　  上越市立東本町小学校  　　校長
　　　上越教育大学　   　副学長

参加費無料

室室
室）
室（　 ） ）））（　（ ）（全体・

分科会場

稲垣 応顕
磯貝 芳彦
林 　泰成

早川 裕隆
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ＢＰプロジェクト徳島大会
－社会全体が連携協力していじめに取り組もう ! －

＊日　　　時 平成２７年８月７日（金）

＊会　　　場 あわぎんホール（徳島県徳島市藍場町２丁目１４番地）

＊プログラム

 １２：００ 会場・受付

 １３：００ 開会

開会挨拶  鳴門教育大学長 田中　雄三

 １３：４０ 講演「いじめの問題に関する現状と取り組み」

 文部科学省初等中等教育局児童生徒課長 坪田　知広 氏

 １４：４０ 講演「いじめ防止対策推進法制定３年目を迎えて，

　　　　　　　　　　　　今，改めて問い直すべきこと」

 鳴門教育大学特任教授 森田　洋司 　

 １５：２０ 講義「ネットいじめや『ケータイ（スマホ）問題』に関する

　　　　教師の知識の現状把握と指導の改善について」

 鳴門教育大学教授 阪根　健二 　 

 １６：２０ 閉会挨拶　鳴門教育大学理事・副学長　　　　  山下　一夫

 １６：３０ 閉会
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◇アンケート結果◇

ご意見・ご感想

　●　お話に，それぞれ熱意が感じられ，「がんばろう」という気持ちになれた。
　●　行政，現場の様々な視点での考え方を知ることができて大変良かったです。
　●　日々寄り添える自分でありたいと思いました。「あれ ?」「おかしい ?」という違和感のアンテ

ナでよかったのだと改めて思えたと思います。周りに拡散していきます !
　●　みんなに大袈裟に言うくらいが大切ですね。
　●　いじめ対策について現在進行形の方向性が非常によく理解できた。講師の先生方の熱意もとて

もよく伝わってきてうごかされました。
　●　すべての講演，講義が現場に実際に活用できそうです。いじめ防止に向けて，常にアンテナを

高く張りめぐらせ，早期発見，早期解決に結びつけたい。携帯電話利用の人権侵害についても
「なぜいけないか ?」をしっかりと子ども達に理解させたい。

　●　いじめのとらえ，その対応や未然防止の重要性が再確認できた。
　●　いじめをうたがうような段階から，しっかりと対応していくことの大切さを感じた。
　●　森田先生の魂のあるお話をきき，早速来月の本校のいじめ防止委員会で全教職員に伝達する義

務がある（報告したい）と感じた。特に「子どもの自己肯定感の低さ」「ほめることの意味」「同
僚性」について，声を大にして伝えたい。

　●　様々な立場の先生方から色々な視点からの話が聞けて良かった。今後の参考になった。
　●　森田先生のお話は，とても面白くきけました。中身も濃くさらに研修していく気持ちになった。

もっと深く拝聴したかった。阪根先生の研修はトレーニングときかされ，今後の研修への心構
えがかわりそうである。とても役に立つ研修であった。

回答者 196 人
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ＢＰプロジェクト平成２８年度第１回徳島大会

＊日　　　時 平成２８年８月２０日（土）

＊会　　　場 ザ・グランドパレス徳島（徳島市寺島本町西１丁目６０‒１）

＊プログラム

 １３：００ 会場・受付

 １４：００ 開会

開会挨拶鳴門教育大学長　　　　　　 山下　一夫

 １４：１０ シンポジウム「いじめの研究の最先端～ピーター・Ｋ・スミス

 『学校といじめ』を読んで～」

シンポジスト　鳴門教育大学教授・生徒指導支援センター所長

 葛西真記子

　　　　　　　甲子園大学准教授 金綱　知征

　　　　　　　鳴門教育大学講師 池田　誠喜

総括　鳴門教育大学特任教授・日本生徒指導学会会長 森田　洋司

司会　鳴門教育大学教授　　　　　　 小坂　浩嗣

 １６：３０ 閉会挨拶　鳴門教育大学理事・副学長 佐古　秀一
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◇アンケート結果◇

ご意見・ご感想

　●　いじめについての捉え方について，改めて考えるきっかけになりました。
様々な手法についても知ることができ，これから知識を深めていきたいと思いました。

　●　いじめのことについて以前から興味があったので，それぞれのシンポジストの研究結果が聞け
たので良かったです。

　●　現場のいじめ事象で悩み，混乱しておりましたが，シンポジウムでの各先生のお話，森田先生
のお話から多くの示唆を得ることができました。いじめ対応について，つい被害者対応・加害
者指導に目をむけてしまうが，集団をどのように導くかという視点を持つこと，一貫した方針
を持つこと，大切だと思いました。ありがとうございました。

　●　本だけでなく，シンポジストのいじめの問題についても広げていただいたので，現場の問題に
引きつけて考えることができました。総括がとてもよくわかりました。

　●　いじめの定義をしっかりと理解していくことが重要であること。教育現場では選択したアプ
ローチを一貫して学校全体で共通認識をし，子どもや保護者に支援・対応していくことがいじ
めの未然防止にもつながる大切なことであることを改めて気付かせて頂いた。

　●　いじめの定義や対応について貴重なご意見をうかがえてとても良かった。
　●　今日のような学術的内容を日本の学校現場に伝えたり生かしていけるように努めることが BP

プロジェクトに求められているかと思います。今後ともよろしくお願いいたします。
　●　お忙しい中，資料作成などの準備等，本当にお疲れさまでした。
　　　身近に起きている問題についての研修を開催して頂き，とても学ぶことが多くありました。

回答者 97 人

− 86 −



ＢＰプロジェクト平成２８年度第２回徳島大会

＊日　　　時 平成２８年１１月１９日（土）

＊会　　　場 徳島県立総合教育センター（徳島県板野郡板野町犬伏字東谷１‒７）

＊プログラム

 １３：００ 開場・受付

 １４：００ 開会　司会進行　鳴門教育大学教授 小坂　浩嗣

開会・挨拶　　　鳴門教育大学長　 山下　一夫

 １４：１０ 講演

「ＢＰ ( いじめ防止支援 ) プロジェクトの１年半の歩みと今後の方向性

 ～ 構成４大学の特色ある取組の成果を踏まえて ～」

 鳴門教育大学教授（いじめ防止支援機構長） 阿形　恒秀

 １６：１０ 質疑応答

 １６：３０ 閉会　鳴門教育大学 理事・副学長　岩切　健一郎
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◇アンケート結果◇

ご意見・ご感想

　●　色々な視点で話してくださり，本当にありがとうございました。様々な方法論はあるが，人間
として，どのようにこの「いじめ」問題に関わるかということを，これからも見逃さないよう
に，時間をかけて，向きあっていこうと思いました。

　●　事例を踏まえ，内容構造を見ることができ，学びとなった。一度考えた事をその後で終わらせ
るだけでなく，何度も考えなければならないと学んだ。

　●　4 大学それぞれが重点的に取組・研究している内容を共有していくというのは，これからの教
育への何かの力になっていくと思います。「BP プロジェクト」を通して大人どうしがつながっ
ていくことだけでも大きな意味があるように思いました。

　●　他の大学との連携によって，いじめの研究が幅広くできるのではないかと思いました。来年度
から学校現場に出て行くので，徳島県でもっと勉強会や研究会，または自由に困っていること
を話し合える機会を提供して頂きたいです。

　●　「いじめ」に関して，深く考える大切な時間を与えていただきました。阿形先生をはじめ，本
プロジェクトを取り組まれた皆様に心より感謝いたします。

　●　「いじめ」に関して知らない知識対応を知ることができました。また，「いじめ」に対して色ん
な人・組織が動き出していることが身にしみて分かりました。4 つの大学による様々な研究そ
れぞれにとても興味を持ちました。今後も積極的に参加したいです。

　●　現場での平日の研修は，自分の校務に直接関係する会にしか行けません。今日は，勇気出して
参加して良かったです。ありがとうございました。自分の今の気持ちや思いをもっと正直に考
えて，日々，生きていこうと思います。

　●　今後も BP（いじめ防止支援）プロジェクトに関心を向けて，フォーラムや研修会に参加させ
ていただきたいと思います。いじめに関する事例研究はぜひ実施してほしいです。

回答者 48 人

− 88 −



ＢＰプロジェクト平成２９年度第１回徳島大会

＊日　　　時 平成２９年８月８日（火）

＊会　　　場 鳴門教育大学講堂

＊プログラム

 ８：５０ 開会（総合司会 鳴門教育大学教授　 阪根　健二）

開会挨拶　鳴門教育大学長　　　　　山下　一夫

　　　　　鳴門市教育委員会教育長　安田　　修

 ９：１０ 講演「いじめ対応を考え直す時」

　　　　　　　　鳴門教育大学教授　阪根　健二

 １１：００ 講演 「子どもの心と大人の知恵」

　　　　　　　　　鳴門教育大学長　山下　一夫

 １２：００ 閉会挨拶（謝辞）　鳴門教育大学理事・副学長　佐古　秀一

 １２：１０ 閉会
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◇アンケート結果◇

ご意見・ご感想

　●　大学を核として行われている取り組みについて知ることができて良かった。
※地元の大学が「いじめ」対策について中心的役割を果たしているということから，自分自身
もこの問題について，現場で生かしていきたい。

　●　有意義な講義内容，配布資料であった。再度資料を読み返して，まとめ活用していきたい。対
応策についての研修を進めたい。

　●　いじめに対する対応は，ほんとうに大変です。教職員が協力して対応にあたることの必要性を
改めて知ることができました。

　●　今後もいじめについてフォーラムをしてほしい。
　●　いじめ事象による不登校児童にかかわっている日々でしたので阪根先生，山下学長先生のお話

をきいて大変勉強になりました。いじめの対応，概念を考え直す必要があるということを何よ
りもまず，職場の先生たちに伝えていきたいです。貴重な学びの機会をありがとうございまし
た。

　●　学校には様々な課題が押し寄せており，教師の多忙感は増す一方である。その中で最も大切に
すべきことが見失われかねない状況にあるように思う。子どもたちが学校に行くことに価値を
見出せること，居場所があること，自己実現に向けて力を発揮できることなど安心・安全な学
校をつくり出していくことが我々教員の最大の義務であると感じる。だからこそ，いじめを中
心とした人権意識の高まりなしには解決できないことに対して，教員自身が真 に向き合って
いく必要性をあらためて認識することができた。

　●　いじめの問題は他の様々な仕事よりも最優先するべきことであることを改めて認識した。夏休
みまでは特に大きな問題はなかったが，これからどのようなことが起きるのかわからないので
気を抜かずに子どもたちを見ていきたい。

　●　現場の多様な事例に関わってこられた阪根先生の解説がとてもわかりやすかったです。教師が
毅然とした立ち位置で対応することの大切さを忘れず，みんなが安心して過ごせる学級を作っ
ていきます。

回答者 363 人
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ＢＰプロジェクト平成２９年度第２回徳島大会

＊日　　　時 平成２９年１０月８日（土）

＊会　　　場 ザ・グランドパレス徳島（徳島県徳島市寺島本町西１丁目６０‒１）

＊プログラム

 １３：００ 開会

司会進行　鳴門教育大学教授（いじめ防止支援機構長）阿形　恒秀

開会挨拶　鳴門教育大学長　山下　一夫

 １３：１０ 講演「いじめを考える」

　　文部科学省初等中等教育局児童生徒課長　坪田　知広 氏

 １５：００ 講演「性の多様性の理解と学校現場でのいじめの現状」

　　鳴門教育大学教授・生徒指導支援センター所長　葛西真記子

 １６：３０ 質疑応答

 １６：５０ 閉会　鳴門教育大学理事・副学長　佐古　秀一
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◇アンケート結果◇

ご意見・ご感想

　●　いじめ防止認知するために何ができるのか，教育現場における取り組みについて知ることがで
きたと思います。被害者側の気持ちを優先（大切）にした定義づけだとその過程も，実際防止
する上で先生方，SC 等専門家は知っておくべきだと感じました。私自身，被害者側だけでなく，
なぜ加害（いじめ）に至るのか，その防止，環境作りを心理的な立場から支援～実践に向くよ
う改めて思わせられる講演でした

　●　とてもわかりやすいお話でした。ポイントを抑えながら説明して頂いたので内容がスーッと
入ってきました。教師（担任）として「いじめ」を察知できるように，気づきの力を高めてい
きたいと思いました。

　●　教育委員会の役割や在り方を再認できました。今後も学校現場と連携を密にしていじめ防止に
取り組んでいきたいと思っています。

　●　良い内容の講演でした。いじめに積極的に取組み，事例が増えることで，解決の方法が増え，
少しでも子どもたちの学習環境が良くなることを期待しています。

　●　「いじめに対するとらえ方，考え方，今後の動向等とても分かりやすい説明をして下さり，理
解が深まった。

　●　いじめ認知について，抱えこまないで，学校全体や様々な機関と連携を図る重要性を強く感じ
た。

　●　はじめて知った知識がたくさんあり，もっともっと勉強しないといけないと感じた。小さい頃
からの偏見が私の心の中にはまだまだたくさんあり，それを改めていくことから始めないとい
けない。たいへん勉強になりました。

　●　今のいじめの事情や文科省の方針などを知ることができ，今後自分が教員になった際，いじめ
については間違わないようにいかせていきます。

回答者 71 人
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福岡教育大学いじめ防止研修会アンケート集計結果
１．回答者内訳

　回答数　41 名
　内　訳　福岡県内現職教員 9 名（小学校 4 名，中学校 4 名，高校 1 名）
　　　　　教育行政担当者 11 名，本学教職員 7 名
　　　　　本学学生・院生 6 名，他大学の教職員 5 名，
　　　　　その他 1 名，未回答 2 名

２．研修会の内容について

　１）　事業報告について　　　　　　　　　　　　　　２）　ディスカッションについて

３．ご意見・ご感想

　小学校教諭

　●　いじめ防止において，授業作りの基本的視点を知ることができました。学校・学級・個の実態
に合わせて，先行研究や案で取り入れられるところは取り入れたり，変えたりしていくことが
大切だと分かりました。

　●　教科指導だけでなく，人間関係形成力も普段の授業で身に付けさせる意識・行動が大切だと感
じました。人と人とのつながりを大切に出来る子どもを育てて行きたいと思います。とても勉
強になりました。

　●　事業報告やディスカッションでの提案が実際の授業を基にしていて，とても聞きやすく分かり
やすかった。子どもの変容が見え，良かったです。附属小学校の指導案をもとに，今後の実践
に生かしたいと思います。

　●　今日は貴重なお話しありがとうございました。授業からもいじめ防止につながる所があるとい
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　３）　研修会全体について
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う発想は初めて聞くものでした。
　中学校教諭

　●　日々の授業を通じて，いじめ防止を図ることは有効な手立てとなると思いました。そのために
は，交流活動を重視した授業改善と生徒のつぶやきや姿を注意深く見ることが必要だと思いま
す。

　●　中学校でもこのような取組があればと思いました。発達障害を抱える生徒への対応や，思春期
特有の難しさに，小学校とは違った課題があります。同じ中学生であっても，地域性や学級に
よって，適する指導案は異なります。そのため，様々な実態に応じた指導案（道徳や学活とし
て）があると，とても助かります。

　教育行政担当者

　●　成果と課題が分かりやすく伝わった。期待が高まる研究だと感じ，今後も頑張ってもらいたい
と思いました。

　●　授業づくりの視点に，いじめ防止となる人間関係能力を育む視点を組み込む必要性を，改めて
実感できる研修となった。各学校のいじめを生まない教育活動の全体計画や，育てる資質・能
力（人間関係形成能力）の段階・評価など，今後考えていきたい。

　●　福教大の特色ある取組に興味を持って参加させていただきましたが，助け合う気持ちや，共通
の目標に向けて一緒になって学んでいく姿勢づくりについては，共鳴が持てました。全ての教
科の中で，いじめを生まないために課題を揚げて進めることが重要だと思いますし，動機づけ
をしっかり行ってみたいと感じました。

　●　各教科において，いじめをしない・許さない子どもたちの資質・能力を育てて行こうとする視
点は，いじめ防止教育が 21 世紀型スキルを高めるための教育とリンクしていることが改めて
感じられ，大変意義深いものでした。

　●　研修会の意図がはじめは良く分からなかったので，最初に目的を伺ったことが，ディスカッショ
ンの中でようやく腑に落ちました。事業報告で具体的なことに触れていただければ（開発校で
作成した指導案を協力校で試してみるということ）良かったかと思いました。

　●　自己決定，自己存在感の視点も入れると，各教科での取組がしやすくなり，分かりやすいもの
になると考えます。

　●　フロアからの意見の時間がもう少し長いと良いと思いました。特に若い先生や，現場で実際に
担任をしておられる先生がいらしたので，そうした先生の声をまずは聞いて，生の意見を取り
入れた上で，大学の先生方にお話しいただけたらと感じました。

　●　大坪副理事が言われたように，いじめをなくすには授業の中でもやもやしている子が認められ
る場が必要だと思います。「違いを認めていくこと」であると考えています。

　●　中学校の教員としては物足りなさを感じました。授業づくりの視点からいじめを防止するとい
うアプローチについては大変意義があると感じました。本研修会の対象者を考えた場合，教科
や学級づくり，学校づくりという視点からの取組を県内の実践を広げるという方法がより実践
的な研修になると考えます。児童会や生徒会における取組は，子どもの主体性を育む上でも知
りたい情報です。

　他大学教職員

　●　いじめが起こってから対応するのではなく，日常の様々な授業の中で予防的な関わりができる
ことに大変興味がわきました。
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　●　上記研修のそれぞれが大変興味深く，有意義な時間となった。
　本学学生

　●　今回が初の試みということで，授業内で様々ないじめ防止のための創意工夫があったように感
じました。授業のなかで他者，友達との関係性を親密にし，良好にしていき，いじめの根本か
らの排除を目的としていた授業のプレゼンは非常に参考になりました。

　●　授業を計画する際の注意点を学ぶことができ，参考になった。いじめ防止の難しさをより深く
知ることができました。

　●　児童が達成感を得られた姿が印象的だった。中学校での実践例を見てみたい。
　●　いじめについて幅広い視点から考えることができ，多くの学びを得ました。具体的にはいじめ

の原因やいじめ防止の取組という実態を受けて各学校の子どもに合わせて授業実践がなされて
いました。しかし，共通点として言語活動の充実や教科（領域）の本質を身に付けさせるとと
もに共感的人間関係を育むことがとても大切であると改めて感じることができました。

　●　いじめ防止につながる授業づくりが必要であるということを実感しました。これまで行った授
業を「いじめ防止につなぐ」という視点で整理してみると，それぞれの学校でも取り組んでい
けるのではないかという感想を持った。司会の先生がおっしゃったように，やはり指導案は見
たかったです。ディスカッションで提案された先生方の学校での取組の理解がやや困難でした。

　本学教職員

　●　このような研究を進めておられることをはじめて知りました。私も美術科でオープンエンドア
プローチの研究を進めておりましたが，それもある面，授業そして子どもの自己存在感を高め，
いじめ防止につながるものです。大変良い方向だと思います。やはり日常（授業）が大切です。

　●　新しい情報を頂くことができました。ありがとうございます。
　●　従来のいじめ防止研修会のスタイルとは異なっており，関心を持ちました。とりわけ，大学・

附属学校の提案を公立学校でその実践をなさっておられ，効果を問うというスタイルです。（体
育科部分も一部でもレジュメ資料として指導案が提示されていたらもっと理解しやすいです）
人間関係形成力と授業をつないでいくことは，これまでもよく言われてきたことですが，組織
的に授業づくりに取り組んであることが参考になりました。

　●　授業づくりといじめ防止の関係性を理解することが難しく感じた。いじめを起こさないための
貴重な取組を見せてもらい，小中高からいじめを防ぐことが重要であると思った。心に残った
言葉として，「自分が必要とされている」「自分を認めてもらえている」「仮想的有能感」。いか
に人間関係形成能力を育てて行くか，ということは人間関係をいかに良くしていくか「心」の
問題が大きいと思った。学問的に大系づけることがいかに難しいかを感じた。ディスカッショ
ンを聞いて，理解できたような気がします。

　●　特効薬を考えるべきか。
　所属未回答・その他

　●　「仮想的有能感」を人間関係形成によって軽減していくことが分かりました。日々の授業，教
科指導，生徒指導の 3 つの視点を踏まえて行うことが大切であると思いました。

　●　研究が深まることを期待しています。
　●　スクールカウンセラーとして働きながら，生徒への SST やエンカウンターグループの依頼が

多く，もう少し授業の中で先生方が何かできないかと考える日々です。今日の視点は私にとっ
て大変フレキシブルでした。指導案を拝見するのを楽しみにしています。

− 113 −



− 114 −



福岡教育大学いじめ防止研修会アンケート集計結果
１．回答者内訳

　回答数　65 名
　内　訳　福岡県内現職教員 23 名
　　　　　（幼稚園３名，小学校９名，中学校５名，高校５名，特別支援学校１名）
　　　　　本学院生 22 名，本学教職員 10 名
　　　　　他大学教職員 6 名，教育行政担当者 2 名
　　　　　福岡県外現職教員 1 名（小学校），その他 1 名（保護者）

２．研修会の内容について

　１）　研修内容について　　　　　　　　　　　　　　２）　研修会全体について

３. ご意見・ご感想（自由記述・抜粋）

　福岡県内現職教員

　●　それぞれの教科の特徴を生かして授業の中で仲間意識，人間関係力を高めることでいじめの防
止につながるという報告は新鮮でした。（つい道徳や特活などの時間での話し合い活動に落ち
着きがちになっていると感じていたので）（幼稚園）

　●　今後このような取組を続けていく中で福岡小学校のいじめ？の件数（心の変容）の変化をデー
タ化・数値化してもらえるとはっきりしてくると思いますが，何がどう変化すれば，この研究
の成果を評価できるのか難しいと思います。（小学校）

　●　アクションプログラムを通した大学，ＢＰプログラムの取組の内容や，これからの課題につい
て知れたのは今後の生徒指導への取組へ参考になりました。（小学校）

　●　道徳など「心の教育」の時間としてではなく，普段の教科の授業の中で「心の教育」を根ざし
た教育をされていること，とても興味深く聴かせていただきました。（中学校）

　●　「いじめ」を防ぐために対症療法的でない授業提案がなされたのは大変学ぶところ大でした。
ただ，結局のところ悩ましいのは，つまり「開かれた個」をめざす授業づくりが必要で，この
取組によっていじめは防げるのかどうか分からなかったことです。（中学校）

　●　発達段階に応じて「想像力」の欠如が，いじめを防止することを妨げていると思いますが，想
像力はどうすれば，身に付けさせ，人格の一部となり得るのだろうかと常日頃から頭をいため
ております。（高校）
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　●　全ての教科の授業でいじめをなくす工夫（教材づくり等）をされていることがすばらしい。私
の勤務校でも何らかの形で導入していきたい。（高校）

　●　授業の中で，人間関係形成力と教科で学ぶべきところを両立させるために，工夫している点，
大変苦労があったと思います。（特別支援学校）

　本学院生

　●　いじめ防止の取組としての授業提案でしたが，よりよい学習集団を作っていくために大切な授
業であると感じた。各教科での取組を統一させ，連携していくことで更なる成果が出るのでは
ないかとプレゼン発表を見ながら考えた。

　●　いじめを防止するための授業になっているのか疑問だった。
　●　もっと現場の事案や対処法等取り上げて欲しい。今回の取組でいじめがなくなるのか？仲間づ

くりといじめは多くの共通項があるが，別物となりそうなものでもある。子どもの日常生活の
変容が知りたい。

　本学教職員

　●　より積極的な取組が必要であること，より授業の中で，日々の生活の中で，人間形成や人間関
係力を育むことは，学校の教員をも育てる上で大変重要であると考える。その意味で本日の研
修会はインパクトがあったと思う。

　●　いじめの防止の取組はまさに学級経営の健全さによりなしえるもので，そのように安全運営の
様子は，まさにいじめ防止そのものであるが，そこから理解を深める事は難しそうに思われる。
危険な領域に入らないようにするには，どこまでが安全圏かをしっかり見極めたい，というの
が多くのゲストの方々の想いなのではないかと感ぜられました。

　他大学教職員

　●　教育現場で実践されている先生方の具体的な取組を聞くことができたので，是非とも活用した
いと考えている。

　●　具体的な実践事例が豊富であり，役に立つ研修でした。
　●　子供たちのリフレクションについて更に検討を加える必要があると思いました。
　教育行政担当者

　●　いじめや不登校などの未然防止のためには，授業づくりと集団づくりの取組の大切を国研が示
しており，今日の授業ではとてもよい取組だと思います。子どもたちがこのような折り合いを
つけながら，相手を認めることが教育活動でできればいじめや不登校はなくなると思っていま
す。また，チームで行うことで集団スポーツの目標のように，全員で達成感を共有できること
を学校で仕組んでいくことが大切であると考えています。

　福岡県外現職教員・その他

　●　いじめ根絶という言葉に共感。授業づくりへの先進的な取組，大変すばらしいと思います。今
後さらに研究が進んでいくことを望みます。そして，広く普及していくためにも授業の成果を
しっかりとまとめてほしいと思います。この授業が予防につながると言える根拠がほしいとこ
ろです。（福岡県外現職教員（小学校））

　●　教育関係の方向けの勉強会でしたので，はじめは場違いなところに来てしまったな…と思って
いましたが，学校の立場のお話なども伺えて，学校との連携，協力する必要性を痛感しました。
保護者の立場で今日の内容を持ち帰り，学校への協力の必要性を保護者の方へ伝えたいと思い
ます。（その他（保護者））
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４. 今後の取組についてのご要望（自由記述・抜粋）

　福岡県内現職教員

　●　福岡小学校の３名の先生方へ，授業づくりに関する質問がしたかったです。（幼稚園）
　●　Ｑ－Ｕで被侵害・非承認傾向を示す子供に対する手立てと変容を知りたい。（小学校）
　●　年間の指導計画の提示，系統性を見たい。（中学校）
　●　ぜひ，中学校の他の教科の授業例もお聞きしたいです。また，担任としての取組例もお聞きし

たいです。（中学校）
　本学院生
　●　互いの考え，ライフヒストリーが違うからこそ，ぶつかり，意思を伝えることがおっくうにな

ることもあると思います。それで諦めるから，いじめへ逃げ，誰も尊重し合えない関係になる
のはとても悲しいです。ぜひ，そうならない子どもたちの意識，雰囲気，心の基盤づくりにつ
いてもっと知りたいです。

　本学教職員
　●　本日の内容をより多く教育実習前の指導内容に取り入れていくことが望まれる（今すでに実施

されているかもしれないが）
　●　大学と附属とが共に本日の取組や内容について，学校向けのハンドブックやリーフレットを作

成してはどうでしょうか？ 
　他大学教職員
　●　他科目の発展及び発表を期待しています。
　●　各授業で最初に見通しをはっきりと示し，進めると効果がもっと見えるような気がします。い

じめ防止にどのようにつながっていったのか，経過を楽しみにしています。
　教育行政担当者
　●　この授業が未然防止にどうつながるのかを本日しぼっていただきたかったです。認知件数を上

げることを国が挙げているが，未然防止の取組の有効性について考えて行く必要がある。子ど
もの思いやりを育めばいじめはなくなるという取組に期待しています。本日はありがとうござ
いました。

　福岡県外現職教員
　●　低・中・高でまとめたものや６年制としてのゴール（目指す）の姿が知りたいです。人間関係

形成力と批判的な思考力はどのような関係であると捉えられるのでしょうか。激励・称賛・感
謝を伝え合う仲間より，本音をぶつけ合い，受け止め合える仲間の方が形成力は高いと私は考
えるのですが，どうでしょうか。
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福岡教育大学いじめ防止研修会アンケート集計結果
１．回答者内訳

　回答数　96 名
　内　訳　福岡県内現職教員 10 名（小学校 2 名，中学校 5 名，高校 3 名）
　　　　　本学院生 48 名，本学教職員 18 名，他大学教職員 7 名，教育行政担当者 7 名
　　　　　福岡県外現職教員 2 名（小学校 1 名，中学校 1 名）
　　　　　その他 4 名（報道関係者 1 名，高校生 2 名，地域子育支援団体 1 名）

２．研修会の内容について

　１）　研修内容について　　　　　　　　　　　　　　２）　研修会全体について

３. ご意見・ご感想（自由記述・抜粋）

　福岡県内現職教員

　●　内容の濃い研修会だった。また現場に持ち帰り，活用したい。（小学校）
　●　授業の中での実践へのヒント。講演の中で，じっくり考えさせられること多かった。
　●　プレゼンの内容がとても豊富だった。もっと時間があったら良い。（中学校）
　●　いじめを生まない授業づくりを中学校の教科担当者一人ひとりも研究していきたいと思う。
 （中学校）　
　●　いじめの早期発見のみでなく，授業内容を工夫することによっていじめを防止することにつな

がる。人によって基準，考えが違うといったことで自分だけのものさしで考えていても防止に
はならないことを考えさせられた内容だった。（高校）

　●　内容はとてもよく，大変勉強になりいじめ防止に向けて更に努力したい。時間が少なかったの
が残念だった。（高校）

　●　鳴門教育大学の阿形先生の内容にもあったが，まさに「いじめ認知の難しさ」を感じた。しか
し，「いじめを見逃さない」という姿勢は教員・大人が必ず持つべきである。（高校）

　本学院生
　●　教育現場でのいじめをどうしていけばいいのかという思いから参加した。
　●　シンキングツールの重要性（可視化，操作化，構造化）と条件を意識して授業づくりに励みたい。
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　●　質疑応答がなかったので福岡小学校の特色ある取り組みの貴重な提案で，聞きたいこともあっ
たのではないか。

　●　鳴門教育大学の阿形先生の講演は心に残るエピソードが多く，かたく暗くなりがちな内容を
しっかりと伝えて下さった。

　●　いじめは人間関係が影響するのは間違いないと思うが，それ以外の可能性も考えられるので，
そこへのアプローチも必要だと感じた。

　●　教科の特性を活かしながら，人間関係形成力を育む手立てや実践が分かりやすくて参考になっ
た。ぜひ，指導案も見て勉強させてもらおうと思った。

　●　「いじめ」という部分にだけ特化したものでなく，「人間関係形成力」などに重きを置き，どの
教科でもいじめを防止する教材が開発できることが，改めて勉強になった。

　●　「いじめは駄目だ」と直接指導することももちろん大切ですが，各授業の中で子ども同士が協
力すべきものを取り入れて人間関係の形成を図ることが非常に有効的だと感じた。

　●　体育と算数の具体的な実践を通して子どもの変容が分かり非常に参考になった。これを受けた
中学校での取組も気になる。

　●　いじめ防止対策の要点のパンフレットはとてもよい勉強になり，今後も活用したい。
　●　木村先生の講話は，すぐにそのまま子どもに話しても伝わるくらい分かりやすくかみ砕かれて

いて，自身が現場に出た際に実践したいと思う。
　●　子どもが学校にいる時間のほとんどは授業である。その時間においてのいじめ防止の取り組み

を行うのは意義深い。また，実践事例をきくことで「自分の教科の授業ではどうするか ?」を
考えるきっかけになった。

　本学教職員

　●　“授業の中で”が今後の福岡県の大きな課題である。附属関係も県教委もこの視点を充実して
広げてほしい。

　●　個別のいじめに対する対処事例であれば，個の事例報告（研究）でよいと思うが，いじめ防止
の活動例とするなら，一般化と成果を示す評価が重要だと思う。また，よって立つ理論（根拠）
もほしいと思った。

　●　このコンセプトを公立小学校で展開する上でのポイントについて，さらに深くつっこんだ議論
がなされるとご参会の教委や先生方の明日からの実践に生きることと思った。つまり「研究開
発学校の取組を日常の授業づくりで具体化するには ?」という視点（ないものねだりかもしれ
ないが）。

　●　直接的な対処と教育課程内における授業実践の在り方の両方にわたっての研修は大変意義深く
本学らしい取り組みであると思う。

　●　ディスカッションの時間をもう少し工夫してほしい。
　他大学教職員
　●　学校現場の声，教職大学院生の声，研究者の声がバランスよく入っていてよかった。
　●　いじめ BP プロジェクト 3 年目となり，まとまりつつある研究の方向性が見えた。
　●　附属福岡小学校の先生方のお話ですばらしい実践を重ねていることが実感できた。教科に「い

じめ防止」のエッセンスを入れていく時の課題点も的確に捉えられ，そこから探求する姿に感
動した。課題点のするどい捉え方があるから確かな実践に結びつくと思う。
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　教育行政担当者
　●　大変素晴らしい実践発表だった。いじめ防止のためには生徒指導の機能を生かした授業にする

ことが大切だと思った。いじめ防止の授業をすることによって数値データ的にいじめが減った
というデータが示すことができればなおよかった。

　●　子どもたちには早期対応という観点から研究発表された木村先生の発表内容がとても興味深
かった。

　●　阿形先生の講話が特に心に残った。もっとたくさんの先生たちにも聞いて欲しい。
　●　いじめでの初期対応をしっかりすることが大切だと思う。
　福岡県外現職教員・その他
　●　個と集団を共に育て，少しでもいじめ防止に努められたら良いと感じた。（福岡県外現職教員（小

学校））
　●　阿形先生の講演は様々な立場の人に寄り添う形でとても納得した。附属福岡小学校の先生方の

実践からは先生方の子どもたちへの願いが感じられ素晴らしかった。（福岡県外現職教員（中
学校））

　●　教育学部を志望しているので，とても刺激になり，より教師になりたいと思うようになった。（そ
の他（高校生））

　今後の取組についてのご要望（自由記述・抜粋）

　福岡県内現職教員
　●　とてもすばらしい研修会だった。今後も実施してほしい。（小学校）
　本学院生
　●　ディスカッションについて，発表者からの報告・発表にとどまり，フロアからの質疑と応答が

なかったので，ディスカッションにはなっていなかったように思う。もっとディスカッション
してほしい。

　●　9 年間を通した（附属福岡小学校での授業を受けた児童に対する中学校における取り組み）い
じめ防止プログラムの具体を知りたい。

　●　事業報告の内容が去年とほとんど一緒に感じた。工夫をしてほしい。
　●　学級経営について学ぶ機会がほしい。
　本学教職員
　●　宗像市や福津市（本学の隣接する地域）の教師が数多く参加できると良い（時期を変える等）。
　●　各学校において，より実効性のある実践発表とするためには，各学校での取り組みやすさが重

要だと思う。「○○の場合」といった事例を多様し，ご参会の先生方が自己選択・決定できる
とより深まると思う。　

　他大学教職員
　●　附属福岡小学校の発表にあった「たんれん」について更に詳しくききたい。
　●　木村先生の研究について更に詳しくききたい。
　教育行政担当者
　●　阿形先生の講演をもっと詳しくききたい。
　●　文部科学省の考え方を踏まえ，未然防止の仕組みづくりの実践をききたい。
　●　今の「いじめ」の定義では「いじめ」はどこでも起こりうるので，その対処方法を発表する時
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期にきていると考えている。

ディスカッションで意見を述べる大坪教授附属福岡小学校による事業報告

実践研究発表を行う木村教諭講演を行う阿形教授
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平成２７年度ＢＰプロジェクトいじめ防止支援シンポジウム

＊日　　　時 平成２８年２月１１日（日）

＊会　　　場 ステーションコンファレンス東京

＊プログラム

 ９：３０ 開場・受付

 １０：００ 開　　会　（司会進行 鳴門教育大学教授　　阿形　恒秀）

開会挨拶

　鳴門教育大学長　　田中　雄三

　宮城教育大学長　　見上　一幸

　上越教育大学長　　佐藤　芳德

　福岡教育大学長　　寺尾　愼一

来賓挨拶　文部科学副大臣　　義家　弘介 氏 

 １０：３０ 事業紹介　プロジェクト取りまとめ大学鳴門教育大学

 １０：４０ 講　　演「いじめの問題に関する現状と課題」

 文部科学省初等中等教育局児童生徒課長　坪田　知広 氏

 １３：００ 基調講演　

「いじめ防止対策推進法制定３年目を迎えて，今，改めて問い直すべきこと」

 鳴門教育大学特任教授（日本生徒指導学会会長） 森田　洋司

 １４：４５ 「ネットいじめと教師の対応」

講演「ネットいじめや『ケータイ（スマホ）問題』に関する

　　　　　　　　教師の知識の現状把握と指導の改善について」　

 鳴門教育大学教授　　阪根　健二

ディスカッション 国立教育政策研究所総括研究官　　滝　充　氏

 宮城教育大学准教授　　　　　　　久保　順也

 上越教育大学准教授　　　　　　　高橋　知己

 福岡教育大学副学長　　　　　　　大坪　靖直

コーディネーター　鳴門教育大学理事・副学長（いじめ防止支援機構長）  

 山下　一夫

 １６：２５ 閉会挨拶　福岡教育大学長　　寺尾　愼一

 １６：３０ 閉会
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◇アンケート結果◇

ご意見・ご感想

　●　“ネットいじめ”については興味があり，今日の講演をきいて対応策等について学ぶことがで
きた。いじめをすることが楽しいという思いをもつ生徒が加害者となることをお聞きし，現場
での教育がいじめを抑制したり，助長していくということを学ぶことができた。

　●　内容が凝縮されており，現在担当している職務（生徒指導全般，道徳教育）に大変参考になっ
た。特に森田先生の御講演は全ての管理職，教員に伝えていきたいものでした。ありがとうご
ざいました。

　●　それぞれの先生の様々な視点からお話がありましたが，振り返ってみると通ずる部分が多く，
今日のメモや資料をまとめ今後に活かしていきたいと感じました。

　　　“子どもを変えれば保護者も変わる”“授業と生徒指導は両輪ではなく一体化”という言葉はと
ても印象的でした。ありがとうございました。

　●　非常に有意義な時間でした。いじめに対しては個人ではなく，学校間，地域間で対処していく
べきであるということを感じました。

　●　いじめ問題やネットいじめを学校現場ではどのように未然防止の取組をしていけばよいかを模
索しているところも少なくありません。本日ご紹介いただいた実践をベースとして，それぞれ
の学校や自治体での実践となるように今後も取り組んでいきたいと考えております。

　●　学校現場がいじめ問題にどう向きあうかということをわかりやすく教えてもらいました。市教
委がこのことを学校にどう伝え，学校がどういう体制をとっていけばよいのか，それを根づか
せることができるか考えさせられました。

回答者 60 人
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平成２８年度ＢＰプロジェクトいじめ防止支援シンポジウム

＊日　　　時 平成２９年２月１２日（日）

＊会　　　場 ステーションコンファレンス東京

＊プログラム

 ９：３０ 会場・受付

 １０：００ 開会（司会進行　鳴門教育大学教授（いじめ防止支援機構長） 阿形　恒秀）

開会挨拶

　鳴門教育大学長　　山下　一夫

　宮城教育大学長　　見上　一幸

　上越教育大学長　　佐藤　芳德

　福岡教育大学長　　櫻井　孝俊

 １０：２０ 事業紹介

「宮城大ＢＰプロジェクトの特徴と研究成果について」

　　　　　　　　　　　　　　宮城教育大学准教授　久保　順也

「上越教育大学いじめ等予防対策支援プロジェクト」

　　　　　　　　　　　　　　　上越教育大学教授　稲垣　応顕

「いじめ防止に係わる学校支援事業」

　　　　　　　　　　　　　　　鳴門教育大学教授　阿形　恒秀

「いじめ根絶アクションプログラム」

　　　　　　　　　　　　　　　福岡教育大学教授　大坪　靖直

 １３：０５ 来賓挨拶　国立教育政策研究所 所長　杉野　剛　氏

 １３：１５ 基調講演

「今，私たちに改めて求められていること

　　～いじめ防止対策推進施行後３年を振り返って～」

 鳴門教育大学特任教授（日本生徒指導学会会長）　森田　洋司

 １５：００ 取組紹介 公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会副会長  東川　勝哉 氏

 東京都教育庁指導部主任指導主事　　　　  小寺　康裕 氏

 １５：３０ 質疑応答

 １６：１５ 閉会挨拶　上越教育大学長　　佐藤　芳德

 １６：３０ 閉会
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◇アンケート結果◇

ご意見・ご感想

　●　初めて参加させていただいたが，教員養成大学がタッグを組んで，いじめ問題に対して，大人
が本気で取り組むという姿勢を示す。という理念に感銘を受けました。4 大学を超え，ネット
ワークが広がっていくことを期待します。

　●　社会の在り方が問われる「いじめ」問題で，各大学の特色，知見，ネットワークを活用して対
応して行うという取り組みは大変素晴らしいものであると思います。各大学の取り組み内容も
それぞれに特色があり，有意義なものであると考えます。

　●　いじめ問題も含め，現在起きている様々な問題に対して大人として何が出来るか，何を求めら
れているか ? 等を改めて考える機会となりました。

　　　とても良い学びとなりました。ありがとうございました。
　●　BP プロジェクトを今後さらに具体化し，各学校の実態に合うような手立てを現場におろして

頂ける事を期待します。
　●　理論だけではなく，実践につながるお話の数々に，本当に来て良かったと思いました。それぞ

れの取組についても，もっともっと詳しく聞きたいです。
　●　日本を代表する 4 つの教育大学が連携してプロジェクトに取り組んでいるということが何より

も素晴らしいと思いました。ぜひ今後も継続してほしいし，その研究成果を学校現場の指導・
取組に活かせるようにしてほしいです。

　●　それぞれの大学の研究の特徴が出ているため，これを総括して提示してもらえれば学校現場，
教育行政にとって実効性のあるいじめ防止対策の取組の推進につながると思う。

　●　国立教員養成大学が連携した取組はすばらしいと思います。いじめ防止支援を広く社会の大人
と共に推進できるようにしていきたいと思います。

回答者 63 人
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平成２９年度ＢＰプロジェクトいじめ防止支援シンポジウム

＊日　　　時 平成３０年２月１１日（日）

＊会　　　場 ステーションコンファレンス東京

＊プログラム

 ９：３０ 会場・受付

 １０：００ 開会（司会進行　鳴門教育大学准教授　池田　誠喜）

開会挨拶

　鳴門教育大学長　　山下　一夫

　宮城教育大学長　　見上　一幸

　上越教育大学長　　川崎　直哉

　福岡教育大学長　　櫻井　孝俊

 １０：２０ 事業紹介「各大学・地域における BPプロジェクトの展開」（座談会形式）

　宮城教育大学理事・副学長　　　　　　　 　熊野　充利

　上越教育大学副学長　　　　　　　　　　　 林　　泰成

　鳴門教育大学教授（いじめ防止支援機構長）　阿形　恒秀

　福岡教育大学教授（教育総合研究所副所長）　大坪　靖直

 １３：００ 第２部開会

（司会進行　鳴門教育大学教授（いじめ防止支援機構長）阿形　恒秀）

 １３：０５ 来賓挨拶　国立教育政策研究所 所長　有松　育子 氏

 １３：１５ 基調講演　

「国の『いじめ防止基本方針』の改定とその趣旨

　　－文部科学省「いじめ防止対策協議会」の審議から－」

　　　　　　　鳴門教育大学特任教授，日本生徒指導学会会長

　　　　　　　文部科学省いじめ防止対策協議会座長　森田　洋司

 １５：００ 取組紹介　①公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会副会長　齋藤　芳尚 氏

　　　　　②東京都教職員研修センター研修部教育開発課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　統括指導主事　志村　　安 氏

 １５：３０ 質疑応答

 １６：１５ 閉会挨拶　宮城教育大学長　見上　一幸

 １６：３０ 閉会
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◇アンケート結果◇

ご意見・ご感想

　●　いじめの定義・捉え（完全には無理としても）が一致しないと，いじめに関わる論議が深まら
ないと感じました。そんな意味では今回のシンポジウムは有意義だったと思います。

　●　いじめを，ではなく，いじめの芽，いじめの気配を見逃さないために教職員の皆さんがチーム
を組んでくださることは，保護者として心強く思います。家庭での見守り，親同士のつながり
からも敏感に見つけられるように協力していければと思います。

　●　認知と対応ということで，胸に落ちるものがあり，今後の指導，学校運営に生かしていきたい
と思います，本日はありがとうございました。

　●　大学が中心となって，素晴らしい取り組みをされていると思います。何度もお話にありました
が現場を様々な人が支えていく（支えていこうとする）今の形が理想です。その形に私たちは
応えたいと感じているところです。BP は，5 年計画と聞きましたが，その後はどうなるので
すか ? 今後も私たち現場にとって，大きな存在だと思いますので，よろしくお願いします。

　●　それぞれの大学の特色がよく出ていてとても良かったです。この取り組みをどのように周知し，
教室や家庭まで見届けるかが重要であると考えます。自分の立場からも取り組みを周知してい
きたいと改めて思いました。

　●　計画的に進めていただいていることに感謝申し上げます。時々により変化する部分と継続的に
変化なく進んできている部分への対応についての確認，及び提言を行っていただくことにより，
今何をどのように進めていけばいいのかという事を知るいい機会となっています。今後もよろ
しくお願いいたします。

　●　全国各地でこのようなシンポジウムを開いていただけると嬉しいです。
　●　改めていじめ防止について考えるきっかけになりました。

いじめゼロを目指すのではなく，いじめ“見逃し”ゼロを目指すべきことを再認識しました。

回答者 63 人
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いじめ防止に活用する指導行動の理論と実際

稲垣　応顕

[ はじめに ]

　※いじめは，被害生徒の教育を受ける権利を侵害し，心身の健全な成長と人格の形成に重大な負の
影響を与え，生命・身体に重大な危険を生じさせる。

＜いじめ問題に対する基本的スタンス－意見と反論－＞

　⑴　いじめは昔からあった。そして，どのような社会にもある。いじめはなくならない。したがっ
て，いじめについて議論すること自体に意味を感じない。

　⇒
　⑵　いじめはよくない。いじめ加害生徒はもちろん悪い。しかし，いじめ被害生徒にも悪いところ

（いじめられても仕方がないと思われるところ）がある。
　⇒
　⑶　子どもの喧嘩に親は口を出すなと言われる。いじめも同様で，子どもたちの自治能力で解決さ

せるべきものである。下手に口を出すと，子どもの世界を壊すことになる。
　⇒

[ いじめ問題の早期発見と対応 ]

１. いじめ発見チェックリストの開発

　すべての生徒指導上の問題への対応と同様に，いじめ問題も早期発見が求められる。
　その方法として，①生徒（学級）の行動観察，②面接・雑談，③第三者評価（情報収集），④心理
テストの活用，がある。本フォーラムでは，筆者の研究室で作成した，『いじめ発見チェックリスト』
（表１）を紹介する。このチェックリストは，生徒の目線を重視して構成したところに特徴がある。
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２. いじめ防止に活用する指導行動の理論と実際

　筆者の研究室を修了した野澤（2015）による，いじめなど問題行動に対し，教師が①どのような指
導行動をとっているのか，②どのような指導行動が有効であると捉えられているのかについての調査
結果（表 2）を報告する。
　調査対象は，A 県で生徒指導に熱心であると評価を得ている中学校教師 15 名（男性 11 名，女性 4
名）であった。調査方法は，半構造化面接を行った。分析は，質的研究法の分析手続きのセオリーに
沿い，①教師の語りを逐語録に起こす。②文節ごとにコード化する（対象は合計 282 文節）。③カテ
ゴリー化する（國分（2003）のマイクロ技法連続表に示されるカテゴリーを使用）。なお、本報告は
事例検討を意図していないことから，アンバンキングは行っていない。
　うまくいったと認識される指導行動群では，統制の強い指導よりも統制の弱い指導が多く行われて
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いるという特徴が示された。一方，指導自体がよくなかった指導行動群では，統制の強い指導が最も
多かった。いじめを含む暴力的な行動問題を抱える生徒への有効な指導行動のポイントは統制の弱い
指導であったことが示唆された。また，うまくいったと認識される指導行動群では，受容・共感，直
接的関与が多く用いられていたことが示されている。すなわち，いじめ加害生徒への指導には，“直
接的関与による受容・共感を基盤とした統制の弱い指導”が効果を発することが窺われる。

 

 
2003  

2015  
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　ただし一方で，統制の強い指導行動も同程度機能したと語られている。いじめ加害生徒に対する教
師またその指導には，生徒に対し慈しみをもった母性原理による優しさを基盤としたうえでのリー
ダーシップや現実原則を突きつける父性原理による指導が功を奏すると思われる。

[ いじめの質による指導 ]

　※いじめ加害生徒への指導には，顕在化した問題にのみ注目するのではなく彼らの心理的背景を理
解した指導が必要である。

[ 全体的考察と今後の課題 ]

　本フォーラムでは，いじめの防止に活用可能な『いじめ発見チェックリスト』を提示するとともに，
『教師のいじめを含む生徒指導上の問題行動への指導行動』について，そのポイントを提案した。
　いじめ防止には，早期発見・早期対応が不可欠である。そのためのチェックリストではある。ただ
し，筆者はいじめの発見には何を言っても，教師の“勘”が重要であると考えている。一歩教室に入っ
た時に感じる“いつもと違う”といった違和感は重要である。そして，その勘が機能するためには，
生徒との心理的距離が近くコミュニケートできる“普段の関わり”が大切である。
　逆転させれば，いじめ問題は普段からその教室ないし集団に良好な人間があれば生じにくい。文部
科学省（2011）も，今日の生徒指導は「生徒の自己指導力の育成」をねらいとして堅持し，「成長を
促す指導・予防的指導・課題解決的指導」を重視することを提唱している。今後は，いじめ防止（予
防）に機能するのみならず，良好な人間関係形成に寄与する集団心理教育プログラムを構想していく
必要がある。

[ 文　献 ]

國分康孝（2003）学校カウンセリングの基本問題 . 誠信書房
稲垣応顕（2009）「いじめ」の予防・発見・対応のために教師ができること，/ モジュール型コア教

材開発研究会教育臨床編チーム　DVD で見る教育相談の実際 . 東洋館出版社 .
稲垣応顕・黒羽正見・堀井　啓幸・松井理納（2011）学際型現代学校教育概論 . 金子書房
松井理納・稲垣応顕（2009）集団をはぐくむピア・サポート―教育カウンセリングからの提案―. 文

化書房博文社
野澤繁成（2015）中学校教師の指導行動とビリーフに関する研究―生徒指導上の問題を抱える生徒の

事例を通して―. 上越教育大学大学院修士論文（非公開）
文部科学省（2011）生徒指導提要 . 東洋館出版

　⑴　愛情欲求攻撃型タイプ：愛情欲求の強い生徒の“やっかみ”によるいじめ。

　⑵　社会的学習型タイプ：いじめることで何らかのメリットがあることを誤学習したいじめ。

　⑶　社会的役割型タイプ：レッテルを貼られた生徒による欲求不満解消のいじめ。

　⑷　シブリング・ライバルリ型タイプ：リーダーになりたいが故にライバルを蹴落としていくいじめ。

　⑸　私事化タイプ：自己チュー（自己中心的），わがままによるいじめ。
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(Blatner A 1988 Active in:Practical applications of psychodramatic methods(2nd  ed.)
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平成２７～２９年度取組状況一覧

　BP プロジェクトでは，それぞれの大学の研究の特色を生かしつつ，次のような名称での取組とし
て集約され，次表に掲げる各事業を中心に行う。
　また，事業を円滑に行うため，実施組織として学長会議，代表者会議及び（担当者）協議会を設け，
状況に応じて協力機関・団体の同席を得て連携大学間で協議を行うとともに，4 構成大学関係者を中
心に，いじめ問題に関わる教育・研究従事者を集めた勉強会を開催する。

事　業　分　類 事　　　業　・　取　　　組 主 幹 大 学

⑴教育・研究事業
　
　
　
　
　

①学校でのいじめの予防教育の開発と普及 鳴門教育大学
福岡教育大学

②教育委員会等が行ういじめ問題に関する教員研修プログラ
ムの開発

上越教育大学

③特別支援教育といじめに関する研究 宮城教育大学

④スクールカウンセラーの活用と育成 鳴門教育大学

⑤いじめに関する事例等の分析 鳴門教育大学

⑥いじめ問題・生徒指導に強い教員を養成・育成するカリキュ
ラムの開発（大学・大学院の授業改善）

上越教育大学

⑵支援事業 ○教育委員会・学校への各種支援
（対策，研修，教育内容，個別ケース等）

各大学で実施

⑶研修事業
　※全体事業

○教育委員会研修担当者・教員等を対象にした研修会の実施
　※各大学が主催し全国 4 か所（宮城，新潟，徳島，福岡）

で開催

各大学で実施

⑷情報提供事業
　※全体事業
　

①いじめ防止関連情報を Web で全国に発信
　※各大学が関係ページを作成しリンクさせて集約

鳴門教育大学

②シンポジウムの開催（東京）
　※教育関係者，一般向け

鳴門教育大学

○宮城教育大学：「宮教版いじめ防止等支援プロジェクト」
○上越教育大学：「いじめ等予防対策支援プロジェクト」
○鳴門教育大学：「いじめ防止支援プロジェクト」
○福岡教育大学：「いじめ根絶アクションプログラム」
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【平成２９年度取組状況】（全体事業のみ）

　◆研修事業
　　①いじめ等予防対策支援プロジェクト平成 29 年度研修会
　　　『教員養成大学におけるいじめ授業の在り方を考える』－授業参観と研究協議会－
　　　主　　催：上越教育大学

　平成 29 年 6 月 22 日㈭，上越教育大学において，アクティブ・ラーニングを積極的に取り
入れた「学生の実践力や思考力を高める授業」である，学部の「初等特別活動論」及び大学
院の「いじめ等先端課題研究特論」の授業を公開。その後，研究協議会を開催。

講義紹介：上越教育大学副学長　林　　　泰　成
学部授業科目「初等特別活動論」：担当　高　橋　知　己准教授
受講生 244 名，授業参観者 25 名
大学院授業科目「いじめ等先端課題研究特論」：担当　稲　垣　応　顕教授
受講生 30 名，授業参観者 22 名

　　②平成 29 年度 BP プロジェクト第 1 回徳島大会　
　　　主　　催：鳴門教育大学

　平成 29 年 8 月 8 日㈫，第 43 回鳴教大教育・文化フォーラムとの共同で，鳴門教育大学講
堂において開催。鳴門市内の教員，徳島県内の教育関係者等 490 名が参加。テレビ会議シス
テムによるサテライト（阿南，美馬の各会場）にも配信。入場無料。

　　　開会挨拶：鳴門教育大学長　　　　　　山　下　一　夫
　　　　　　　　鳴門市教育委員会教育長　　安　田　　　修
　　　司会進行：鳴門教育大学教授　　　　　小　坂　浩　嗣
　　　講　　演：「いじめ対応を考え直す時」鳴門教育大学教授　阪　根　健　二
　　　講　　演：「子どもの心と大人の知恵」鳴門教育大学長　　山　下　一　夫
　　　閉会挨拶：鳴門教育大学理事・副学長　佐　古　秀　一
　
　　③第 65 回日本 PTA 全国研究大会仙台大会　< 講師派遣 >
　　　主　　催：公益社団法人日本 PTA 全国協議会
　　　　平成 29 年 8 月 25 日㈮ ～ 8 月 26 日㈯，宮城県仙台市において開催。
    * 8 月 25 日㈮　特別第 1 分科会　会場：仙台サンプラザホール
　　　基調講演：「子どもたちの豊かな心を育み，いじめが止まりやすい社会をめざして
　　　　　　　　～今，私たちにできること～」鳴門教育大学特任教授　　森　田　洋　司
　　　パネルディスカッション「『いじめ』何が起きているかを知る」
　　　　パネリスト　　　　鳴門教育大学教授（いじめ防止支援機構長）　 阿　形　恒　秀
　　　　コーディネーター　宮城教育大学准教授　　　　　　　　　　　　久　保　順　也
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　　④ BP（いじめ防止支援）プロジェクト第 2 回徳島大会　
　　　主　　催：鳴門教育大学
　　　　　平成 29 年 10 月 8 日㈰，徳島県徳島市において開催。徳島県内の教育関係者，学生，大学

院生等 100 名が参加。入場無料。
　　　開会挨拶：鳴門教育大学長　　　　　　　　　　　　　　山　下　一　夫
　　　司会進行：鳴門教育大学教授（いじめ防止支援機構長）　 阿　形　恒　秀
　　　講　　演：「いじめを考える」文部科学省初等中等教育局児童生徒課長　坪　田　知　広　氏
　　　講　　演：「性の多様性の理解と学校現場でのいじめの現状」
　　　　　　　　　　　　　鳴門教育大学教授（生徒指導支援センター所長）　葛　西　真記子
　　　閉会挨拶：鳴門教育大学理事・副学長　　　　　　　　　佐　古　秀　一

　　⑤いじめ防止研修会
　　　主　　催：宮城教育大学

　平成 29 年 12 月 2 日㈯，東北地区の教員養成を担う国立大学の連携組織「東北教職高度化
プラットフォーム」事業の一つとして，弘前大学との共催で弘前大学創立 50 周年記念会館
みちのくホールにおいて開催。東北地区の教育委員会，学校関係者等 180 名が参加。入場無
料。

　　　開会挨拶：宮城教育大学長　　　　　　　　　　　　　　見　上　一　幸
　　　趣旨説明：鳴門教育大学准教授　　　　　　　　　　　　池　田　誠　喜
　　　基調講演：「いじめの問題に関する取組と現状」
　　　　　　　　文部科学省初等中等教育局児童生徒課長　　　坪　田　知　広　氏
　　　講　　演：「いじめ防止対策の現状と課題～学校現場の指導のむずかしさと大切さ～」
　　　　　　　　鳴門教育大学教授（いじめ防止支援機構長）　 阿　形　恒　秀
　　　いじめ防止の取り組みについて：青森県田舎館村立田舎館中学校教諭  坂　本　寛　実
　　　閉会挨拶：弘前大学教育担当理事・副学長　　　　　　　伊　藤　成　治

　　⑥平成 29 年度福岡教育大学いじめ防止研修会
　　　主　　催：福岡教育大学

　平成 30 年 3 月 3 日㈯，福岡教育大学において開催。福岡県内外の教育委員会，学校関係
者等 138 名が参加。入場無料。

　　　開会挨拶：福岡教育大学長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 櫻　井　孝　俊
　　　事業報告（全体）: 福岡教育大学教育総合研究所副所長・教授　　　　　大　坪　靖　直
　　　事業報告（研究開発）：「いじめを生まない授業づくり」
　　　　　　　　　　　 福岡教育大学附属福岡小学校教務主任・研究副部長　齋　藤　　　淳
　　　ディスカッション（研究開発）
　　　　　　　　　　　　：「いじめを生まない授業づくり～このような授業を行うと，
　　　　　　　　　　　　　 なぜいじめ防止に寄与できるのか～」
　　　　　　　　　　　 福岡教育大学教育総合研究所副所長・教授　　　　　大　坪　靖　直
　　　　　　　　　　　 福岡教育大学附属福岡小学校教頭　　　　　　　　　平　井　源　樹
　　　　　　　　　　　 福岡教育大学附属福岡小学校研究部長　　　　　　　二　串　英　一
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　　　　　　　　　　　 福岡教育大学附属福岡小学校教務主任・研究副部長　齋　藤　　　淳　　
　実践研究発表：「中学校におけるいじめ防止のための心理教育プログラム実践
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～いじめを深刻化させないための取組～」
　　　　　　　　　　　福岡教育大学教職大学院生徒指導・教育相談リーダーコース
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2 年　木　村　敏　久（北九州市立菅生中学校教諭）
　　　講　　演：「いじめ防止対策の要点～いじめ認知の難しさと大切さ～」
　　　　　　　　　　　鳴門教育大学教授（いじめ防止支援機構長）　 阿　形　恒　秀
　　　閉会挨拶：福岡教育大学理事・副学長　　　　　　　　　　　　川　添　弘　人
　
◆情報提供事業

①専用 web ページの構築
　　メインサーバー：鳴門教育大学
　　平成 29 年 4 月以降，連携各大学で関連ページを作成し，随時，専用ページにリンク。
②鳴門教育大学ギャラリー企画展

　平成 29 年 12 月 4 日㈪～平成 30 年 1 月 31 日㈬，鳴門教育大学ギャラリーにおいて企画展示
を実施。連携 4 大学のこれまでの取組内容のパネルを展示。

③文部科学省エントランス企画展示
　平成 30 年 1 月 4 日㈭～ 2 月 9 日㈮，文部科学省新庁舎 2 階エントランスにおいて企画展示
を実施。発足から 3 年目を迎えた BP プロジェクト及び協力団体のこれまでの取組内容や成果
を展示・紹介。

④ BP プロジェクトいじめ防止支援シンポジウム
　主　　催：宮城教育大学，上越教育大学，鳴門教育大学，福岡教育大学

　平成 30 年 2 月 11 日㈰，ステーションコンファレンス東京において開催。国内の教育関係者
等 170 名が参加。入場無料。

　開会挨拶：鳴門教育大学長　山　下　一　夫（取りまとめ大学）
　挨　　拶：宮城教育大学長　見　上　一　幸，上越教育大学長　川　崎　直　哉，
　　　　　　福岡教育大学長　櫻　井　孝　俊

　　　来賓挨拶：国立教育政策研究所所長　　　 有　松　育　子　氏
　　　事業紹介：「各大学・地域における BP プロジェクトの展開」（座談会形式）
　　　　　　　　　宮城教育大学理事・副学長　　　　　　　　　　　熊　野　充　利
　　　　　　　　　上越教育大学副学長　　　　　　　　　　　　　　林　　　泰　成
　　　　　　　　　鳴門教育大学教授（いじめ防止支援機構長）　　　 阿　形　恒　秀
　　　　　　　　　福岡教育大学教授（教育総合研究所副所長）　　　 大　坪　靖　直
　　　基調講演：「国の『いじめ防止基本方針』の改定とその趣旨
　　　　　　　　　－文部科学省「いじめ防止対策協議会」の審議から－」
　　　　　　　　　鳴門教育大学特任教授，日本生徒指導学会会長
　　　　　　　　　　文部科学省いじめ防止対策協議会座長　　　   森　田　洋　司
　　　取組紹介：公益社団法人日本 PTA 全国協議会副会長　　　　　 齋　藤　芳　尚　氏
　　　　　　　　東京都教職員研修センター研修部教育開発課統括指導主事　志　村　　　安　氏
　　　閉会挨拶：宮城教育大学長　　　　　　　　　　　　　　　　　 見　上　一　幸
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　　　司会進行：第 1 部　鳴門教育大学准教授　　　　　　　　　　　 池　田　誠　喜
　　　　　　　　第 2 部　鳴門教育大学教授（いじめ防止支援機構長）　阿　形　恒　秀

⑤ BP プロジェクト中間報告書（A4 版　白黒 2 色刷）
　　平成 27 ～ 29 年度の取組成果を社会に公表・周知

⑥ BP リーフレット No.3（A3 版二つ折　カラー刷）
　　平成 29 年度の活動成果のエッセンスをまとめたもの。

◆会議開催
①第 1 回学長・代表者会議及び第 1 回協議会（合同開催 / ウェブ会議）
　　平成 29 年 6 月 2 日㈮　各大学所定会場
②第 2 回協議会（ウェブ会議）
　　平成 29 年 9 月 26 日㈫　各大学所定会場
③第 2 回学長・代表者会議及び第 3 回協議会（合同開催）
　　平成 30 年 2 月 10 日㈯　TKP 東京駅前カンファレンスセンター（東京都）

◆その他
　　連携大学担当者間において意見交換を実施。
　　①第 1 回勉強会：平成 29 年 6 月 22 日㈭上越教育大学
　　②第 2 回勉強会：平成 29 年 12 月 2 日㈯弘前大学
　　③第 3 回勉強会：平成 30 年 2 月 10 日㈯ TKP 東京駅前カンファレンスセンター
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あとがき

　学校現場における「いじめ」の問題は教育にかかわる者にとって喫緊の課題であり，子どもの命を
守り，安心して学べる環境を築くことは，何より優先されなければならないことと考えております。
　教員養成と研修に責任を持つ単科教育大学である，鳴門教育大学，上越教育大学，福岡教育大学，
宮城教育大学の 4 大学が現実の課題に真 に向き合い，連携してその課題解決に取り組み，その成果
を世に問うべく始めた本事業ですが，研究成果が蓄積され，また取り組みが少しずつ拡がりを見せて
いること，全てがこの取り組みの成果とは申し上げませんが，いじめの認知件数が増加していること
は，大きな成果であると認識しております。
　これまでの取り組みを振り返り，改めて事業を継続すること，多くの皆様の知恵を集約するという
意味での連携が大事であることを感じています。
　まだまだ緒に就いたばかりの本事業ではありますが，今後とも，教員養成大学としての特徴を活か
し，これまでの取り組みや今後の研究の進展を踏まえ，多くの地域，皆様に教員の養成や研修に活用
いただけるような成果物の作成を含めた活動を推進して参りたいと考えております。大学関係者なら
びに教育関係者の皆様におかれましては，今後とも本プロジェクトに対し，忌憚の無いご意見やご叱
正を賜りますようお願いを申し上げます。
　末筆ながら，教育に携わる者，またこの世に先に生まれた大人として，子ども達の未来に責任を持
ち，課題の解決に努めてまいることを誓い，あとがきとさせていただきます。

平成 30 年 3 月　　　　　　　　
国立大学法人宮城教育大学長

見　上　一　幸
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